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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　
 

翻　
　
　

訳東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
学
の
伝
播
経
路
（
二
）　

─
─
日
本
・
中
国
の
「
法
学
通
論
」
か
ら
台
湾
の
「
法
学
緒
論
」
へ
─
─

王　
　
　

泰　

升

坂
口　

一
成
／
訳

一　

は
じ
め
に
：
あ
る
台
湾
の
法
学
者
の
「
法
学
緒
論
」
経
験

　
（
一
）
研
究
テ
ー
マ
の
由
来

　
（
二
）
法
学
知
識
の
構
築
プ
ロ
セ
ス

二　

分
析
対
象
の
著
作
お
よ
び
研
究
方
法

　
（
一
）
研
究
テ
ー
マ
に
照
準
を
合
わ
せ
た
史
料
収
集

　
（
二
）
研
究
方
法
に
関
す
る
補
足
説
明

三　

戦
前
日
本
の
法
学
通
論

　
（
一
）
明
治
前
期
に
お
け
る
「
法
学
通
論
」
の
創
設

　
　
　

1　

明
治
初
期
の
法
学
教
育
の
概
況

　
　
　

2　

法
学
通
論
科
目
の
創
設
お
よ
び
展
開

　
（
二
）
戦
前
日
本
に
お
け
る
法
学
通
論
の
盛
衰
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翻　　　訳

　
　
　

1　

帝
国
大
学
の
場
合

　
　
　

2　

私
立
法
律
学
校
の
場
合

　
（
三
）
法
学
通
論
の
著
述
内
容

　
　
　

1　

執
筆
形
態

　
　
　

2　

想
定
さ
れ
た
科
目
の
内
容
（
以
上
、
六
九
巻
五
号
）

四　

民
国
期
中
国
の
法
学
通
論

　
（
一
）
明
治
日
本
か
ら
清
末
中
国
へ
の
伝
播

　
　
　

1　

中
国
語
に
よ
る
日
本
の
法
学
通
論
の
知
識
の
吸
収

　
　
　

2　

政
府
と
民
間
に
支
え
ら
れ
た
総
論
重
視
の
法
学
通
論

　
（
二
）
清
末
を
踏
襲
し
た
北
洋
政
府
期

　
　
　

1　

学
校
教
育
に
お
け
る
法
学
通
論
の
地
位

　
　
　

2　

北
洋
政
府
期
の
法
学
通
論
の
内
容

　
（
三
）
国
民
政
府
期
の
中
国
化
と
党
国
化

　
　
　

1　

学
制
お
よ
び
国
家
試
験
に
お
け
る
法
学
通
論
の
地
位

　
　
　

2　

国
民
政
府
期
に
お
け
る
法
学
通
論
の
内
容

　
　
　

3　

民
国
中
国
に
お
け
る
法
学
通
論
の
「
夕
陽
限
り
無
く
好
し
」（
以
上
、
本
号
）

五　

戦
後
台
湾
の
法
学
緒
論

六　

結
論
：
明
治
日
本
か
ら
民
国
中
国
を
経
て
、
戦
後
台
湾
に
至
っ
た
法
学
の
伝
播
経
路
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

四　

民
国
期
中
国
の
法
学
通
論

（
一
）
明
治
日
本
か
ら
清
末
中
国
へ
の
伝
播

1　

中
国
語
に
よ
る
日
本
の
法
学
通
論
の
知
識
の
吸
収

　

日
本
の
隣
の
大
清
帝
国
は
、
一
九
〇
二
年
に
近
代
西
洋
法
制
を
継
受
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
日
本
に
倣
っ
て
新
式
法
典
を
制
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
西
洋
人
の
領
事
裁
判
権
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
〇
三
年
に
湖
広
総
督
の
張
之
洞
は
、
留
学
か
ら
帰
国
後
に
官
位

を
授
与
す
る
と
す
る
こ
と
で
、
若
い
学
生
が
日
本
に
赴
き
法
政
を
専
攻
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
日
本
側
は
か
つ
て
の
司
法
省
法
学
校

速
成
科
の
経
験
を
参
考
に
し
て
、
清
国
留
学
生
の
た
め
に
修
業
年
限
を
一
年
に
短
縮
し
た
「
法
政
速
成
科
」
を
開
設
し
た
。
法
政
大
学

で
は
民
法
の
大
家
の
梅
謙
次
郎
が
主
導
し
、
一
九
〇
四
年
五
月
七
日
に
法
政
大
学
法
政
速
成
科
第
一
班
が
正
式
に
開
講
し
た
。
明
治
初

期
、
司
法
省
法
学
校
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
教
授
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
西
洋
由
来
の
近
代
法
を
講
授
し
て
か
ら
、
通
訳
者
が
そ
れ
を

日
本
語
に
通
訳
し
、
日
本
人
学
生
に
内
容
を
知
ら
し
め
て
い
た
。
二
〇
余
年
後
、
法
政
大
学
法
政
速
成
科
に
お
い
て
は
、
日
本
人
教
授

が
日
本
語
で
近
代
法
を
講
授
し
て
か
ら
、
通
訳
者
が
そ
れ
を
中
国
語
（
中
国
公
用
語
）
に
通
訳
し
、
中
国
人
学
生
に
内
容
を
知
ら
し
め

た
。
清
朝
が
一
九
〇
五
年
に
科
挙
を
廃
止
し
た
後
、
先
述
の
外
国
に
留
学
し
て
法
政
を
学
ぶ
ほ
か
は
、
国
内
の
大
学
お
よ
び
法
政
専
門

学
校
で
法
学
を
学
ぶ
こ
と
が
、
仕
官
の
最
適
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
お
い
て
、
中
国
人
が
中
国
語
（
漢
字
を
用
い
て
今
日
「
華
語
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
公
用
語
を
文
字
化
し
た
も
の
）

に
よ
り
編
集
し
た
『
法
学
通
論
』
が
、
一
九
〇
五
年
に
日
本
の
東
京
で
発
売
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
湖
北
省
で
は
、「
中
体
西

用
」
を
提
唱
し
た
張
之
洞
の
統
治
下
で
、
法
の
よ
う
な
実
用
的
な
西
学
を
翻
訳
す
る
気
勢
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
下

で
、
湖
北
法
政
編
輯
社
は
一
九
〇
五
年
に
計
一
九
種
二
四
冊
の
「
法
政
叢
編
」
を
編
集
・
発
行
し
た
。
そ
の
編
者
は
い
ず
れ
も
日
本
の

（
88
）

（
89
）

（
90
）

（
91
）

（
92
）
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翻　　　訳

法
政
大
学
法
政
速
成
科
を
卒
業
し
、
一
部
は
な
お
同
校
法
律
専
修
科
に
在
籍
し
て
い
た
中
国
人
で
あ
っ
た
。
出
版
年
の
年
号
は
「
明

治
」
で
は
な
く
「
光
緒
」
を
用
い
、
そ
の
印
刷
所
お
よ
び
発
売
所
は
東
京
に
あ
っ
た
が
、
出
版
物
は
中
国
に
海
運
さ
れ
て
各
地
で
販
売

さ
れ
た
。
当
該
「
法
政
叢
編
」
の
第
一
種
、
す
な
わ
ち
筆
頭
が
『
法
学
通
論
』
で
あ
っ
た
。
編
者
は
法
政
大
学
を
卒
業
し
た
張
知
本
・

鄒
麟
書
・
劉
変
臣
で
あ
り
、
冒
頭
の
「
例
言
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
、
本
書
は
日
本
の
歴
史
派
の
大
家
で
あ
る
奥
田
義
人
と
、
理
想
派
の
大
家
で
あ
る
梅
謙
次
郎
の
両
博
士
の
学
説
を
総
合
し
た

上
で
、
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
講
義
が
専
ら
主
た
る
師
の
説
を
講
じ
る
の
と
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
、
法
学
は
わ
が
国
で
は
い
ま
だ
発
達
を
遂
げ
て
お
ら
ず
、
本
書
は
特
に
立
法
の
主
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採
れ
ば

正
鵠
を
射
る
か
と
い
う
法
律
改
良
の
方
針
を
定
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

一
、
本
書
は
法
学
各
科
目
の
綱
領
を
明
ら
か
に
し
、
各
分
野
の
異
同
離
合
を
区
別
・
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
特
に
詳

し
く
し
、
こ
れ
に
よ
り
各
分
野
に
進
む
際
に
、
徐
々
に
法
学
の
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

一
、
法
律
専
門
書
を
編
訳
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
名
詞
を
確
定
す
る
こ
と
が
最
も
困
難
で
あ
る
。
本
書
が
用
い
る
諸
名
詞
の
多

く
は
日
本
に
由
来
す
る
。
参
考
の
た
め
に
西
洋
語
を
そ
の
下
に
注
記
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
同
書
が
担
う
中
国
語
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
法
学
知
識
は
、
明
治
日
本
の
法
学
者
で
あ
る
奥
田
義

人
と
梅
謙
次
郎
に
由
来
す
る
（
表
一
─
二
、
一
一
）。
東
京
に
来
た
三
名
の
中
国
人
編
者
は
、
当
時
の
中
国
の
法
学
は
な
お
立
上
げ
段

階
に
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
法
学
各
科
目
の
大
綱
を
説
明
す
る
法
学
通
論
を
理
解
し
、
法
学
各
科
目
の
専
門
的
研
究
に
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
。
こ
れ
は
先
述
の
穂
積
陳
重
が
明
治
初
期
に
述
べ
た
「
法
律
全
体
ノ
大
要
ヲ
教
導
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
法
理
総
論

（
93
）

（
94
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

…
…
等
ノ
概
略
ヲ
講
シ
後
来
法
学
諸
科
ヲ
専
攻
ス
ル
ノ
階
梯
ト
ス
」
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
同
時
に
編
者
は
ま
た
同
書
で
用
い
る

中
国
語
の
法
律
用
語
の
多
く
が
、
明
治
日
本
が
近
代
西
洋
法
の
概
念
を
翻
訳
す
る
た
め
に
漢
字
を
用
い
て
創
造
し
た
日
本
語
の
法
律
用

語
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。
日
本
語
漢
字
の
「
憲
法
」
を
例
に
す
る
と
、
漢
学
に
習
熟
し
た
日
本
の
法

学
者
が
『
周
礼
』
等
の
漢
籍
か
ら
「
憲
法
」
と
い
う
二
文
字
を
取
り
出
し
て
、
欧
米
由
来
の
今
日
の
憲
法
概
念
を
表
現
／
翻
訳
し
た
。

そ
の
た
め
、
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
日
本
語
漢
字
の
法
律
用
語
に
「
同
文
」（
同
じ
く
漢
字
で
あ
る
）
の
親
近
感
を
抱
い

て
お
り
、
日
本
の
帝
国
主
義
的
侵
略
に
よ
り
反
日
意
識
が
激
発
す
る
以
前
の
一
九
〇
〇
年
代
中
国
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
漢
字
文
化
圏

に
属
す
る
と
い
う
心
情
が
あ
り
、
一
九
〇
五
年
に
ロ
シ
ア
を
破
っ
た
日
本
か
ら
そ
の
「
進
ん
だ
」
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
明
治
日
本
が
西
洋
法
継
受
の
過
程
で
構
築
し
た
法
学
通
論
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
清
末
中
国

の
法
学
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

法
学
通
論
書
に
つ
い
て
、
明
治
日
本
に
お
い
て
は
「
述
」
か
ら
「
著
」
へ
と
変
遷
を
遂
げ
た
の
に
対
し
て
、
清
末
中
国
に
お
い
て
は

「
訳
」・「
編
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
〇
五
年
の
張
知
本
等
編
『
法
学
通
論
』
は
、「
編
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
編
訳
」

で
あ
り
（
先
述
の
同
書
「
例
言
」
の
第
四
点
参
照
）、
な
お
「
編
著
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
あ
る
学
者
の
あ
る
部
分
を
選
択

し
た
上
で
翻
訳
し
た
た
め
に
、
あ
る
学
者
の
著
作
の
全
原
文
を
翻
訳
し
た
「
訳
」
と
区
別
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
末

中
国
の
学
者
の
中
に
は
、
翻
訳
す
る
に
当
た
っ
て
原
著
の
文
義
を
厳
格
に
守
ら
ず
、「
訳
」
と
「
著
」
の
境
界
線
を
踏
み
違
え
る
者
も

い
た
。
例
え
ば
一
九
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
孟
森
著
『
新
編
法
学
通
論
』
で
あ
る
。
張
知
本
等
の
編
書
よ
り
も
若
干
早
い
一
九
〇
二
年

に
、
上
海
商
務
印
書
館
は
王
国
維
に
よ
る
磯
谷
幸
次
郎
講
述
『
法
学
通
論
』（
日
本
語
）
の
中
国
語
訳
書
を
出
版
し
た
。
王
国
維
は
留

学
生
で
は
な
く
、
短
期
間
し
か
日
本
に
滞
在
せ
ず
、
日
本
の
学
界
に
つ
い
て
詳
し
く
な
か
っ
た
た
め
か
、
訳
し
た
の
は
日
本
の
学
界
の

代
表
的
な
法
学
通
論
教
科
書
で
は
な
く
（
表
一
に
は
入
っ
て
い
な
い
）、
本
職
が
司
法
官
で
あ
る
磯
谷
幸
次
郎
が
日
本
法
律
学
校
で
講

（
95
）

（
96
）

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）
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翻　　　訳

義
し
た
際
の
講
義
録
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
清
末
中
国
を
通
し
て
見
れ
ば
、
明
治
日
本
で
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
の
多
く
が
中
国
語
に

翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
原
作
者
に
は
表
一
で
掲
げ
た
奥
田
義
人
、
岸
本
辰
雄
、
織
田
萬
、
鈴
木
喜
三
郎
、
山
田
三
良
、
岡
田
朝
太
郎
、
梅

謙
次
郎
（
表
一
─
二
、
三
、
五
、
七
、
八
、
一
〇
、
一
一
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
梅
謙
次
郎
が
最
も
人
気
を
博
し
た
。
著
名

な
中
国
の
文
化
人
で
あ
り
、
ま
た
政
治
家
で
も
あ
っ
た
梁
啓
超
も
、
奥
田
義
人
『
法
学
通
論
』
の
一
つ
の
章
を
翻
訳
し
た
。
明
治
日
本

の
法
学
通
論
を
め
ぐ
る
概
念
お
よ
び
内
容
は
、
こ
う
し
て
清
末
中
国
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
。
以
下
、
詳
し
く
見
て
い
く
。

　

張
知
本
等
編
書
の
知
識
の
源
泉
で
あ
っ
た
奥
田
義
人
の
『
法
学
通
論
』
は
、
こ
う
し
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
世
に
出
て
い
っ
た
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
（
お
そ
ら
く
一
九
〇
六
年
）
が
、
中
表
紙
に
「
沔
陽
（
著
者
注
：
湖
北
省
）
の
盧

弼
・
黄
炳
言
訳
」、「
政
治
経
済
社
蔵
版
」
と
記
さ
れ
た
『
法
学
通
論
』
が
あ
る
。
そ
の
一
頁
に
は
「
日
本
法
学
博
士
奥
田
義
人　
著
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
表
一
─
二
Ｃ
）。
当
該
訳
本
を
奥
田
義
人
の
一
八
八
九
年
の
「
述
」
書
お
よ
び
一
九
〇
五
年
の
「
著
」
書
（
表

一
─
二
Ａ
、
Ｂ
）
と
対
照
す
る
と
、
そ
の
底
本
が
後
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
奥
田
義
人
が
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
の
は

一
九
〇
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
八
九
年
版
に
は
法
学
博
士
の
記
載
が
登
場
す
る
は
ず
が
な
い
。
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奥
田
義
人

の
こ
の
両
書
は
明
治
日
本
の
法
学
通
論
書
を
代
表
し
て
お
り
、
最
初
期
の
模
索
と
草
創
か
ら
、
最
終
的
に
東
ア
ジ
ア
の
学
生
が
近
代
西

洋
法
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
知
識
を
ま
と
め
て
お
り
、
清
末
中
国
は
同
様
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
そ
の
翻
訳

を
通
じ
て
完
成
品
を
受
け
取
っ
た
。

　

張
知
本
等
編
書
の
も
う
一
つ
の
知
識
の
源
泉
で
あ
っ
た
梅
謙
次
郎
は
、
清
末
中
国
の
法
学
の
基
本
概
念
の
形
成
に
と
っ
て
よ
り
重
要

な
カ
ギ
と
な
っ
た
。
法
政
大
学
の
『
法
政
速
成
科
講
義
録
』（
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七
年
）
に
お
い
て
は
、
梅
謙
次
郎
が
講
授
し
た

「
法
学
通
論
及
民
法
」
が
あ
り
、
黎
淵
が
中
国
語
に
翻
訳
し
た
。
そ
こ
で
梅
謙
次
郎
が
講
授
し
た
の
は
法
学
通
論
の
「
総
論
」
に
当
た

る
法
学
の
基
本
概
念
で
あ
り
、「
各
論
」
に
つ
い
て
は
最
も
精
通
し
て
い
た
民
法
し
か
論
じ
な
か
っ
た
。
梅
謙
次
郎
の
教
え
を
受
け
た

（
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法
政
速
成
科
の
中
国
人
学
生
の
多
く
が
帰
国
後
政
府
で
働
き
、
国
の
法
律
・
政
治
領
域
の
指
導
者
と
な
っ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
者
た
ち
は
自
然
と
、
梅
謙
次
郎
の
伝
授
し
た
「
外
来
だ
が
日
本
語
化
さ
れ
た
」
法
学
の
基
本
概
念
（
三
参
照
）
を
、
清
末
中
国
の

法
整
備
に
運
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
中
国
語
に
姿
を
変
え
、
中
国
ロ
ー
カ
ル
の
法
学
知
識
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
法
政
速
成

科
卒
業
生
の
呉
興
譲
が
清
末
に
直
隷
で
慣
習
を
調
査
し
た
際
に
依
拠
し
た
法
学
知
識
は
、
梅
謙
次
郎
が
法
学
通
論
で
講
じ
、
ひ
い
て
は

期
末
試
験
で
出
題
し
た
「
成
文
法
と
慣
習
法
」
と
い
う
基
本
概
念
で
あ
っ
た
。

2　

政
府
と
民
間
に
支
え
ら
れ
た
総
論
重
視
の
法
学
通
論

　

清
末
中
国
政
府
は
日
本
を
手
本
と
し
て
新
式
の
法
政
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
日
本
で
明
治
前
期
に
必
要
に
応
じ
て
生

ま
れ
た
「
法
学
通
論
」
科
目
が
正
式
に
中
国
の
学
制
に
現
れ
た
。
一
九
〇
六
年
九
月
、
清
朝
政
府
は
京
師
法
律
学
堂
を
開
設
し
、
朝
廷

各
部
の
職
員
を
集
め
、
そ
れ
ら
が
学
業
を
終
え
た
後
に
各
省
で
新
政
を
補
佐
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
れ
は
三
年
課
程
で
あ
り
、
一

年
次
の
科
目
の
一
つ
に
は
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。
同
時
に
一
年
半
課
程
の
速
成
科
を
設
置
し
、
科
目
を
減
ら
し
た
が
、
法
学
通
論
は
な

お
必
修
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
日
本
の
私
立
法
律
学
校
と
比
べ
る
と
、
東
京
の
「
五
大
法
律
学
校
」
お
よ
び
京
都
法
政
大
学
（
立
命
館

大
学
の
前
身
）
の
法
政
学
科
の
一
年
次
は
い
ず
れ
も
法
学
通
論
を
履
修
し
て
い
た
。
ま
た
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
司
法
省
法
学
校
も

速
成
科
を
設
置
し
、
同
様
に
法
学
通
論
（
当
時
は
「
法
律
之
大
意
」）
を
必
修
と
し
た
。

　

日
中
両
国
は
ま
た
新
式
法
政
人
才
の
養
成
に
お
い
て
も
協
力
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
法
政
大
学
法
政
速
成
科
が
当
初
計
画
に
則
り
五

ク
ラ
ス
を
開
設
し
た
後
、
梅
謙
次
郎
は
清
朝
政
府
に
対
し
て
「
貴
国
が
新
政
を
執
り
行
い
、
お
よ
び
各
省
が
自
治
を
行
う
た
め
に
必
要

な
法
政
人
材
は
な
お
欠
乏
し
て
お
り
…
…
弊
国
に
留
学
し
て
各
法
政
学
校
専
門
部
に
入
学
し
よ
う
と
し
て
も
、
言
語
の
準
備
の
た
め
に

一
・
二
年
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
講
義
を
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
理
に
入
学
し
て
も
、
十
全
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
得
る
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と
こ
ろ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
通
訳
を
用
い
れ
ば
行
き
違
い
は
な
い
」
と
申
し
向
け
た
。
清
朝
政
府
は
若
干
の
調
整
を
加
え
た
後
、
引

き
続
き
法
政
大
学
「
専
攻
科
」
に
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
法
政
大
学
の
清
国
留
学
生
専
攻
科
規
程
に
よ
れ
ば
、
専
攻
科

は
法
律
、
政
治
、
経
済
、
財
政
の
四
部
に
分
け
ら
れ
、
三
年
で
卒
業
す
る
も
の
と
し
、
最
初
の
二
年
は
通
訳
を
用
い
、
日
本
人
教
師
の

講
義
内
容
を
中
国
語
に
通
訳
し
て
い
た
。
四
部
に
分
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、
一
年
次
課
程
は
共
通
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
法
学
通
論
」

（
通
訳
付
）
が
あ
っ
た
。
二
年
次
以
降
は
各
部
の
課
程
に
違
い
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
が
、
法
学
科
目
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
た
。

こ
う
し
て
法
学
通
論
は
法
律
、
政
治
、
経
済
お
よ
び
財
政
の
各
分
野
を
学
修
す
る
前
の
入
門
科
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

清
朝
政
府
は
法
学
を
学
ば
せ
る
た
め
に
学
生
を
日
本
に
派
遣
し
た
ほ
か
、
日
本
人
法
学
者
を
直
接
中
国
に
招
い
て
、
明
治
晩
年
に
成

熟
を
迎
え
て
い
た
法
学
通
論
の
内
容
を
伝
授
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
清
末
に
西
洋
式
／
近
代
的
法
典
編
纂
を
主
宰
し
た
沈
家
本
は
一

九
〇
六
年
、
岡
田
朝
太
郎
を
北
京
に
新
設
さ
れ
た
京
師
法
律
学
堂
の
講
師
に
迎
え
た
。
一
九
〇
八
年
、
中
表
紙
に
「
日
本
東
京
帝
国
大

学
法
科
大
学
教
授
、
清
国
北
京
法
律
学
堂
教
習
、
欽
命
修
訂
法
律
館
調
査
員
、
法
学
博
士
岡
田
朝
太
郎
著
、
清
国
張
孝
栘
訳
」
と
記
さ

れ
た
『
法
学
通
論
』（
表
一
─
一
〇
Ｂ
）
が
、
東
京
で
発
行
さ
れ
、
中
国
に
輸
入
さ
れ
て
販
売
さ
れ
た
。
沈
家
本
は
そ
の
序
を
執
筆
し
、

岡
田
博
士
「
が
執
筆
し
た
法
学
通
論
は
、
わ
が
学
堂
の
諸
君
子
も
ま
た
や
が
て
こ
れ
を
理
解
し
て
、
こ
れ
を
研
究
す
る
で
あ
ろ
う
。

［
同
人
］（
著
者
注
：
修
訂
法
律
館
の
同
僚
）
は
広
く
伝
わ
る
よ
う
に
上
梓
す
る
よ
う
し
き
り
に
勧
め
た
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
岡
田

朝
太
郎
は
同
書
の
「
自
序
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

諸
生
の
た
め
に
法
学
通
論
を
講
述
し
、
明
治
三
十
九
年
（
著
者
注
：
一
九
〇
六
年
）
か
ら
一
年
を
経
た
。
…
…
法
学
通
論
の
目

的
に
は
け
だ
し
次
の
二
つ
が
あ
る
。
法
学
を
志
す
者
に
と
っ
て
は
入
門
の
カ
ギ
で
あ
り
、
高
み
に
登
る
た
め
の
階
梯
で
あ
る
。
そ

の
他
の
学
生
に
と
っ
て
は
普
通
学
の
一
つ
で
あ
り
、
参
考
学
の
一
つ
で
あ
る
。
…
…
本
書
を
主
に
ど
ち
ら
に
用
い
る
か
と
尋
ね
ら
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れ
れ
ば
、
…
…
法
学
者
の
導
き
と
な
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

先
述
の
と
お
り
、
明
治
前
期
日
本
の
法
学
通
論
は
通
常
、
法
学
の
大
家
が
講
述
し
た
後
に
、
他
人
が
記
録
し
て
書
と
な
っ
て
い
た
が
、

中
国
で
流
通
さ
せ
る
中
国
語
訳
を
作
成
す
る
た
め
に
、
岡
田
朝
太
郎
は
自
ら
原
稿
を
起
こ
し
、
訳
者
に
翻
訳
さ
せ
た
。
ま
た
こ
の
た
め

同
じ
く
一
九
〇
八
年
に
、
岡
田
博
士
は
内
容
が
完
全
に
同
じ
だ
が
、
日
本
語
で
書
か
れ
、
日
本
の
学
界
に
向
け
た
『
法
学
通
論
』（
表

一
─
一
〇
Ａ
）
を
出
版
し
た
。
岡
田
朝
太
郎
が
講
述
・
執
筆
し
た
法
学
通
論
が
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
明
治
日
本
が
一
九

〇
〇
年
代
ま
で
に
西
洋
法
を
継
受
し
て
形
作
っ
た
法
学
の
基
本
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
京
師
法
律
学
堂
の
講
義
に
合
わ
せ
て
、
同

書
が
法
学
専
攻
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
た
。

　

岡
田
朝
太
郎
『
法
学
通
論
』
の
中
国
語
版
の
内
容
は
、
そ
の
実
、
日
本
化
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
学
お
よ
び
そ
の
法
で
あ
っ
た
。

岡
田
朝
太
郎
が
一
九
〇
七
年
に
執
筆
し
た
「
自
序
」
に
よ
れ
ば
、「
本
書
は
元
々
中
国
人
学
生
に
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
国

法
を
例
と
し
て
引
用
し
た
部
分
が
あ
る
」。
も
っ
と
も
、
当
時
の
清
朝
は
な
お
法
典
編
纂
草
創
期
に
あ
っ
た
た
め
、
清
朝
の
既
存
の
律

例
等
を
除
き
、
引
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
自
身
の
新
式
法
典
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
実
、
日
本
が
明
治
初
期
に
お
い
て
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ギ
リ
ス
等
の
法
を
［
現
代
］（
日
本
の
漢
字
で
は
「
近
代
」）
法
と
し
た
よ
う
に
、
清
末
中
国
も
日
本
法
を
「
新
式
」
法
と
す
る

こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。
岡
田
朝
太
郎
『
法
学
通
論
』
の
中
国
語
版
は
、「
総
巻
」
に
お
い
て
、
外
来
だ
が
日
本
語
化
さ
れ
た
法
学
の

基
本
概
念
を
講
じ
る
際
に
、
相
対
的
に
特
定
国
の
法
を
引
用
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
各
論
に
当
た
る
第
一
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
は
、

条
文
規
定
を
具
体
的
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
日
本
人
学
者
の
手
に
よ
る
『
法
学
通
論
』
で
あ
っ
た
た
め
、
当
然
に

日
本
法
が
引
用
さ
れ
た
。
中
国
人
読
者
は
こ
の
た
め
、
あ
る
法
学
分
野
の
法
を
、
日
本
が
当
該
法
分
野
に
お
い
て
制
定
し
た
法
と
混
同

し
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
法
の
専
門
用
語
が
中
国
の
同
分
野
の
用
語
と
な
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
西
洋
語
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
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翻　　　訳

の
組
合
せ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
語
は
同
じ
く
漢
字
を
用
い
る
た
め
、
日
本
語
と
中
国
語
の
境
界
線
が
曖
昧
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
訳
者
の
張
孝
栘
は
、「
本
書
で
用
い
た
訳
語
は
精
確
で
あ
る
こ
と
に
努
め
た
」
と
述
べ
た
後
、
わ
ざ
わ

ざ
「
お
よ
そ
法
学
書
は
、
文
が
甚
だ
簡
略
で
短
く
、
大
雑
把
に
読
ん
で
い
て
は
、
意
味
が
分
か
り
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
読
者
は
字

句
を
読
み
進
め
が
た
い
こ
と
を
気
に
病
む
必
要
は
な
い
。
熟
読
す
れ
ば
自
ず
と
分
か
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
『
法
学
通
論
』
の
訳
書
は
、
同
時
に
明
治
日
本
の
法
学
の
論
述
の
風
格
を
も
持
ち
込
み
、
中
国
語
に
お
い
て
文
章
体

と
口
語
体
が
混
じ
っ
た
法
学
の
文
体
を
形
成
し
た
。

　

清
朝
滅
亡
が
迫
っ
た
一
九
一
一
年
に
、
中
国
で
直
接
発
売
さ
れ
、
法
学
専
攻
者
の
入
門
書
と
し
て
中
国
語
で
執
筆
さ
れ
た
岡
田
朝
太

郎
『
法
学
通
論
』
が
登
場
し
た
。
宣
統
三
（
一
九
一
一
）
年
五
月
に
中
国
人
が
編
集
・
発
行
し
、
中
国
の
北
京
、
杭
州
、
天
津
、
奉
天
、

漢
口
、
広
東
、
上
海
等
で
販
売
さ
れ
た
「
法
学
彙
編
」（
並
ん
で
「
京
都
法
律
学
堂
講
義
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
は
、
岡
田
朝
太
郎

（
張
孝
栘
訳
）
の
中
国
語
版
『
法
学
通
論
』
の
「
総
巻
」
部
分
を
単
独
で
「
法
学
通
論
」
と
称
し
た
。
こ
の
「
法
学
彙
編
」
に
は
当
該

部
分
以
外
に
も
、
岡
田
朝
太
郎
や
他
の
日
本
の
法
学
者
が
講
授
し
た
憲
法
、
行
政
法
、
刑
法
、
民
法
、
商
法
、
民
事
訴
訟
法
、
国
際
私

法
、
国
法
学
、
国
際
法
、
監
獄
学
等
の
個
別
の
法
学
分
野
、
お
よ
び
経
済
学
、
財
政
学
、
秋
審
条
例
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
一
つ

の
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
法
学
通
論
」
の
教
育
対
象
を
法
学
専
攻
者
と
し
、「
入
門
の
カ
ギ
、
高
み
に
登
る
た
め
の
階

梯
」
の
入
門
科
目
と
す
る
な
ら
ば
、
総
論
と
し
て
の
法
学
の
基
本
概
念
を
講
じ
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
各
論
ま
で
カ
バ
ー
す
る
必
要
は
な

い
、
と
。
こ
れ
は
当
時
ま
だ
自
国
法
が
な
か
っ
た
中
国
に
合
わ
せ
て
採
っ
た
法
学
通
論
体
系
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
岡
田
朝
太
郎

は
改
訂
し
た
『
法
学
通
論
』（
表
一
─
一
〇
Ｄ
）
を
一
九
二
〇
年
に
東
京
で
出
版
し
た
際
に
、「
総
巻
」
お
よ
び
先
述
の
各
論
に
当
た
る

九
巻
の
構
成
を
維
持
し
た
。
そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
な
お
法
学
を
専
攻
し
て
い
な
い
が
、
日
本
の
諸
法
を
理
解
し
た
い
一
般
人
の
参
考

と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
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こ
の
ほ
か
、
他
の
日
本
の
法
学
の
大
家
の
法
学
通
論
書
も
、
清
末
に
民
間
の
出
版
社
に
よ
り
中
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
清
末
中
国
が

日
本
の
法
学
界
か
ら
積
極
的
に
学
ん
で
い
た
一
九
〇
七
年
に
お
い
て
、
上
海
の
商
務
印
書
館
は
「
日
本
法
学
博
士
織
田
萬
原
著　

閩
県

劉
崇
佑
翻
訳
」
の
『
法
学
通
論
』（
表
一
─
五
Ｂ
）
を
出
版
し
た
。
同
書
の
訳
者
で
あ
る
劉
崇
佑
は
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま

で
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
法
律
科
で
学
ん
だ
が
、
履
修
し
た
科
目
に
は
「
法
学
通
論
」
は
な
か
っ
た
。
著
者
の
織
田
萬
は
一
九
〇
〇
年

に
東
京
専
門
学
校
か
ら
、
ま
た
一
九
〇
二
年
に
は
有
斐
閣
書
房
か
ら
そ
の
「
著
」
の
『
法
学
通
論
』
を
出
版
し
た
ほ
か
、
一
九
〇
三
年

に
京
都
法
政
学
校
か
ら
「
講
義
録
」
と
し
て
そ
の
「
述
」
の
『
法
学
通
論
』
を
出
版
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
劉
崇
佑
が
訳
し
た
も
の
は
、

織
田
萬
が
一
九
〇
二
年
ま
た
は
一
九
〇
三
年
に
完
成
さ
せ
、
内
容
が
よ
り
充
実
し
た
『
法
学
通
論
』
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
盧
弼

お
よ
び
黄
炳
言
に
よ
る
奥
田
義
人
の
著
作
の
翻
訳
と
は
異
な
り
、
劉
崇
佑
は
翻
訳
す
る
に
当
た
っ
て
、
日
本
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
各

論
部
分
を
含
め
て
こ
そ
、
完
全
な
法
学
通
論
教
科
書
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
そ
の
訳
書
は
、
岡
田
朝
太
郎
が
中
国
の
た
め
に

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
し
た
総
論
し
か
な
い
法
学
通
論
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
織
田
萬
が
執
筆
し
た
こ
の
『
法
学
通
論
』
に
お
い
て
は
、
総

論
で
外
来
だ
が
日
本
語
化
さ
れ
た
法
学
の
基
本
概
念
が
論
じ
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
各
論
で
は
六
法
の
枠
組
み
に
お
け
る
日
本
法
が
展
開

さ
れ
た
。
換
言
す
る
と
、
中
国
人
読
者
が
「
新
式
」
法
の
憲
法
を
知
り
た
い
と
思
い
、
こ
の
訳
書
を
手
に
取
っ
た
と
き
に
目
に
す
る
の

は
、
日
本
法
の
「
天
皇
」
と
「
臣
民
の
権
利
義
務
」、
お
よ
び
「
帝
国
議
会
」、「
政
府
」、「
裁
判
所
」
等
の
「
統
治
の
機
関
」
で
あ
っ

た
。
日
本
が
漢
字
に
よ
り
創
造
し
た
こ
れ
ら
近
代
法
の
専
門
用
語
お
よ
び
そ
の
意
味
は
、
こ
う
し
て
中
国
の
法
学
知
識
領
域
に
組
み
込

ま
れ
や
す
か
っ
た
。

　

先
述
の
劉
崇
佑
訳
書
は
一
九
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か
三
年
足
ら
ず
の
一
九
一
〇
年
に
は
「
第
九
版
」
が
刷
ら
れ
て
い
た
。

清
末
中
国
に
お
け
る
流
通
量
は
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
法
学
通
論
』
が
図
書
市
場
に
お
い
て
人
気
を
博
し
た
の
は
、

同
書
が
日
本
の
一
九
〇
〇
年
代
の
代
表
作
と
称
さ
れ
た
法
学
通
論
教
科
書
で
あ
っ
た
ほ
か
、
清
朝
政
府
が
日
本
の
明
治
期
の
法
改
革
の
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経
験
を
参
照
し
、
専
ら
法
政
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
機
構
を
設
置
す
る
と
共
に
、「
法
学
通
論
」
を
そ
の
科
目
の
一
つ
と
し
た
こ
と

に
よ
る
。
例
え
ば
、
清
末
中
国
の
京
師
お
よ
び
各
省
の
法
政
学
堂
は
予
科
（
修
業
年
限
二
年
）、
正
科
（
政
治
・
法
律
の
二
門
、
修
業

年
限
三
年
）、
別
科
（
政
法
合
一
、
修
業
年
限
三
年
）
に
分
か
れ
、
予
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
法
学
通
論
が
あ
っ
た
（
正
科
・
別
科

に
は
な
か
っ
た
）。
し
か
も
当
時
の
私
立
法
政
学
堂
正
科
の
法
律
門
（
修
業
年
限
四
年
）
の
一
年
次
課
程
に
も
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。

先
述
の
京
師
法
律
学
堂
以
降
、
法
学
通
論
が
法
政
教
育
の
一
角
を
占
め
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
大
量
の
日
本
の
法
学
通
論
教
科
書
の
中
国

語
訳
が
清
末
中
国
に
現
れ
、
複
数
の
日
本
人
法
学
者
の
著
作
を
カ
バ
ー
し
た
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
一
八
八
一
年
に
穂
積
陳
重
が
日
本
の
西
洋
法
継
受
の
た
め
に
創
設
し
た
本
科
目
は
、
日
本
で
そ
の
後
に
付
与
さ
れ
た
内
容

と
共
に
、
一
九
〇
〇
年
代
に
清
末
中
国
に
や
っ
て
来
た
。
と
り
わ
け
調
整
を
経
て
総
論
だ
け
と
な
っ
た
法
学
通
論
は
、
当
時
の
中
国
の

少
な
く
な
い
法
学
徒
に
と
っ
て
の
「
入
門
の
カ
ギ
、
高
み
に
登
る
た
め
の
階
梯
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
外
来
だ
が
日
本
語
化

さ
れ
た
法
学
の
基
本
概
念
が
、
さ
ら
に
中
国
語
化
さ
れ
て
中
国
の
法
学
の
基
本
概
念
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
自
体
の
法
学
お
よ

び
法
が
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
清
末
を
踏
襲
し
た
北
洋
政
府
期

1　

学
校
教
育
に
お
け
る
法
学
通
論
の
地
位

　

日
本
に
お
い
て
は
明
治
が
終
わ
り
、
大
正
期
に
入
っ
た
一
九
一
二
年
、
中
国
も
清
朝
の
支
配
が
正
式
に
終
わ
り
を
迎
え
、
民
国
元
年

が
始
ま
っ
た
。
と
は
い
え
民
国
の
北
洋
政
府
（
一
九
一
二
～
一
九
二
八
年
）
は
、
日
本
の
影
響
を
深
く
受
け
た
清
末
の
学
制
を
基
本
的

に
踏
襲
し
た
。
民
初
中
国
の
大
学
は
、
予
科
（
修
業
年
限
三
年
。
一
九
一
七
年
に
二
年
に
変
更
）、
本
科
（
法
科
お
よ
び
医
科
の
医
学

門
の
修
業
年
限
は
四
年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
は
三
年
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
七
年
に
四
年
に
改
め
ら
れ
た
）
お
よ
び
大
学
院
（
制
限
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

な
し
）
を
置
い
た
。
一
九
二
二
年
に
新
学
制
を
公
布
し
、
予
科
を
廃
止
し
た
が
、
実
際
に
は
な
お
設
置
す
る
大
学
が
あ
っ
た
。
予
科
の

「
第
一
部
」、
す
な
わ
ち
文
科
・
法
科
・
商
科
志
願
者
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。
本
科
の
法
科
は
さ
ら
に
法
律
・

政
治
・
経
済
の
三
学
門
に
分
か
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
履
修
科
目
に
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
農
科
の
農
学
門
・
林
学
門
・

獣
医
学
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
い
ず
れ
も
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。
私
立
大
学
も
同
様
で
あ
っ
た
。
法
政
専
門
学
校
の
学
生
の
修
業

年
限
は
予
科
が
一
年
、
本
科
が
三
年
で
あ
っ
た
。
法
学
通
論
が
あ
っ
た
の
は
予
科
だ
け
で
あ
り
、
本
科
（
法
律
科
・
政
治
科
・
経
済
科

に
分
か
れ
て
い
た
）
に
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
大
学
ま
た
は
法
政
専
門
学
校
の
法
律
・
政
治
・
経
済
学
科
と
い
う
法
学
専
攻
者

に
と
っ
て
法
学
通
論
は
、
知
識
レ
ベ
ル
が
比
較
的
低
い
と
考
え
ら
れ
、
本
科
生
段
階
で
各
法
学
分
野
を
学
習
す
る
ガ
イ
ド
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
予
備
的
性
質
を
帯
び
た
科
目
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
農
・
林
・
獣
医
学
科
と
い
う
非
法
学
専
攻
者
に
と
っ
て
は
、

法
学
通
論
の
提
供
す
る
比
較
的
簡
略
な
法
学
知
識
で
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
本
科
生
段
階
の
正
規
科
目
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
学
生
の
法
学
の
素
養
に
対
す
る
要
求
が
高
く
な
け
れ
ば
、
法
学
通
論
を
正
規
科
目
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
一
五

年
以
降
、
中
国
の
各
省
は
自
治
の
た
め
の
人
材
を
迅
速
に
養
成
す
る
た
め
、
修
業
年
限
を
二
年
と
す
る
法
政
講
習
所
を
開
設
し
た
。
そ

の
最
初
の
科
目
は
法
学
通
論
で
あ
っ
た
。
民
初
中
国
の
警
察
学
校
お
よ
び
監
獄
学
校
の
必
修
科
目
に
も
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。

　

ま
と
め
る
と
、
大
学
ま
た
は
法
政
専
門
学
校
の
法
律
・
政
治
・
経
済
学
科
に
お
い
て
、
法
学
通
論
は
法
学
専
攻
者
の
予
備
的
科
目
に

す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
司
法
官
試
験
令
（
一
九
一
五
年
）
に
お
い
て
、「
法
学
通
論
」
は
性
質
に
お
い
て
一
般
教
養

科
目
に
近
い
「
経
義
」、「
史
論
」
と
共
に
「
第
一
試
験
の
科
目
」
に
配
置
さ
れ
、
第
二
試
験
の
科
目
で
あ
る
憲
法
・
刑
法
・
民
法
・
商

法
こ
そ
が
法
学
専
門
科
目
と
考
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
法
学
通
論
は
依
然
と
し
て
法
学
学
習
ガ
イ
ド
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
非
法

学
専
攻
者
が
法
に
関
す
る
知
識
を
得
る
重
要
な
源
泉
で
あ
っ
た
。

（
128
）

（
129
）（

130
）

（
131
）

（
132
）

（阪大法学）69（6-349）　1533〔2020. 3 〕



翻　　　訳

2　

北
洋
政
府
期
の
法
学
通
論
の
内
容

　

明
治
日
本
の
法
学
通
論
書
は
、
そ
れ
が
担
っ
た
法
学
の
基
本
概
念
を
含
め
て
、
引
き
続
き
民
国
中
国
の
法
お
よ
び
法
学
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
北
洋
政
府
期
に
入
っ
た
後
、
日
本
の
法
政
大
学
速
成
科
を
卒
業
し
た
胡
挹
琪
が
、
一
九
一
三
年
に
『
法
学
通
論
』（
表
二
─

一
）
の
再
版
を
上
梓
し
、
そ
の
「
例
言
」
で
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

一
、
本
書
は
全
て
、
法
政
第
四
班
に
お
い
て
梅
謙
（
著
者
注
：
マ
マ
）
博
士
が
講
授
し
た
法
学
通
論
を
主
と
し
、
梅
氏
が
省
略
し

た
も
の
の
、
他
書
に
あ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
必
要
に
基
づ
く
順
序
に
よ
り
、
採
集
し
て
補
っ
た
。
編
中
で
中
村
進
午
氏
、

筧
克
彦
氏
、
織
田
萬
氏
、
奥
田
義
人
氏
、
鵜
沢
総
明
氏
の
諸
家
の
学
説
を
用
い
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
そ
の
氏
名
を
表

記
し
、
識
別
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
。

一
、
本
講
義
に
お
い
て
は
、
講
師
の
口
述
を
除
き
、
自
己
の
解
釈
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
他
者
の
著
述
を
引
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
い
ず
れ
も
原
文
を
直
訳
し
、
真
意
を
失
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
た
め
、
修
飾
を
施
さ
な
か
っ
た
。
…
…

一
、
本
班
の
法
学
通
論
の
講
義
は
、
明
治
三
十
八
年
（
著
者
注
：
一
九
〇
五
年
）
か
ら
、
三
十
九
年
（
著
者
注
：
一
九
〇
六
年
）

夏
ま
で
で
あ
っ
た
。
…
…

一
、
法
学
通
論
書
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
簡
明
要
約
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
簡
明
は
一
般
国
民
が
閲
覧
に
便
利
で
あ
る

よ
う
に
、
要
約
は
法
学
全
体
に
お
け
る
カ
ギ
を
掴
む
こ
と
で
あ
る
。
…
…
。

　

同
書
の
初
版
は
、
推
測
に
よ
れ
ば
清
末
の
一
九
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
知
識
の
源
泉
は
、
一
九
〇
五
年
に
「
法
政
叢

編
」
第
一
種
と
し
て
出
版
さ
れ
た
張
知
本
等
編
『
法
学
通
論
』
と
同
様
に
、
日
本
の
梅
謙
次
郎
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
再
版
と
し
て
民
初

（
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中
国
の
法
学
界
に
姿
を
現
し
た
こ
と
は
、
清
末
と
民
国
の
両
時
期
に
連
続
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
連
続
し
た
も
の
は
、
ま
さ

に
明
治
日
本
法
学
の
影
響
力
で
あ
り
、
梅
謙
次
郎
の
述
べ
た
内
容
の
不
足
を
補
う
た
め
に
用
い
ら
れ
た
中
村
進
午
、
筧
克
彦
、
織
田
萬
、

奥
田
義
人
、
鵜
沢
総
明
は
、
い
ず
れ
も
表
一
に
掲
げ
た
明
治
日
本
に
お
け
る
法
学
通
論
書
の
重
要
な
作
者
で
あ
っ
た
（
表
一
─
二
、
五
、

六
、
九
、
一
二
）。
し
か
も
、
胡
挹
琪
は
同
書
に
つ
い
て
「
編
」
を
自
称
し
、
か
つ
「
編
訳
」
と
の
分
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
例
え
ば

第
一
編
第
一
章
末
に
は
「
法
学
博
士
中
村
進
午
の
講
義
を
訳
し
た
」
と
、
第
二
章
末
に
は
「
法
学
博
士
筧
克
彦
の
講
義
を
訳
し
た
」
等

と
、
ま
た
第
二
編
冒
頭
で
は
「
本
編
は
第
一
章
か
ら
第
十
三
章
ま
で
、
梅
謙
博
士
の
講
義
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
胡
挹
琪
が
同
書
の
読
者
層
を
学
校
内
の
学
生
に
限
ら
ず
、
一
般
国
民
と
設
定
し
た
こ
と
は
ま
た
、
明
治
日
本
に
お
い
て
通
信
教
育

の
方
法
で
法
学
通
論
の
内
容
を
広
め
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
を
、
多
少
な
り
と
も
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
重
要
な
発
見
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
一
（
戦
前
日
本
の
法
学
通
論
書
）
に
お
い
て
、
明
治
期
に
出
版

さ
れ
た
も
の
が
一
二
種
あ
り
、
司
法
官
出
身
の
山
田
喜
之
助
・
手
塚
太
郎
の
著
作
（
表
一
─
一
、
四
）
を
除
く
一
〇
種
は
、
い
ず
れ
も

全
て
、
ま
た
は
一
部
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
清
末
中
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
一
〇
種
の
著
者
は
、
奥
田
義
人
、
岸
本
辰
雄
、
織

田
萬
、
中
村
進
午
、
鈴
木
喜
三
郎
、
山
田
三
良
、
鵜
沢
総
明
、
岡
田
朝
太
郎
、
梅
謙
次
郎
、
筧
克
彦
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
後
述
の
白
鵬

飛
の
著
作
が
持
ち
込
ん
だ
三
潴
信
三
の
著
作
（
三
潴
は
明
治
期
の
一
九
〇
〇
年
に
は
法
学
通
論
に
関
す
る
著
作
が
あ
っ
た
。
表
一
─
一

三
）
を
加
え
れ
ば
、
こ
こ
で
考
察
し
た
日
本
明
治
期
の
一
三
名
の
法
学
通
論
書
の
著
者
の
う
ち
、
一
一
名
も
の
作
品
が
翻
訳
等
の
形
式

で
、
清
末
・
民
国
中
国
の
法
学
界
が
参
考
に
し
う
る
文
献
と
な
っ
て
い
た
。

　

大
学
（
民
国
期
中
国
に
お
い
て
最
も
多
く
の
司
法
官
を
輩
出
し
た
朝
陽
大
学
を
含
む
）
に
お
い
て
は
、
法
学
通
論
の
講
義
も
同
様
に

濃
厚
な
日
本
的
風
味
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
一
九
一
七
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た
『
朝
陽
大
学
法
律
科
講
義
』
は
「
序
」
に
お
い
て
、
そ

れ
が
「
朝
陽
大
学
卒
業
生
の
蒋
鉄
珍
等
一
二
九
名
が
、
三
年
間
の
講
義
お
よ
び
諸
先
生
の
口
授
を
収
集
し
、
講
義
録
と
し
た
」
も
の
で

（
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あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
講
述
者
で
あ
る
夏
勤
・
郁
嶷
の
日
本
留
学
の
経
歴
か
ら
、
日
本
明
治
前
期
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
「
講
義
録
」

形
式
を
援
用
し
て
出
版
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
比
較
的
特
徴
的
な
こ
と
は
、
同
時
に
学
生
が
中
国
の
伝
統
的
な
注
釈
［
注
疏
］

を
施
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
総
計
二
九
点
の
講
義
に
お
い
て
首
位
に
あ
っ
た
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
二
）
は
、
当
時
の
学
制
に
よ

れ
ば
予
科
段
階
の
科
目
で
あ
り
、
本
科
三
年
間
の
修
業
期
間
内
に
講
じ
ら
れ
る
他
の
二
八
点
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
冒
頭
で
「
法
学
通
論
た
る
も
の
は
、
法
学
の
要
義
を
ま
と
め
て
、
初
学
者
に
矩
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
…
…
け
だ
し
、
高
所
に

行
く
た
め
に
は
階
段
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
遠
く
に
行
く
た
め
に
は
道
に
沿
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
…
…
法

学
初
学
者
に
と
っ
て
の
法
学
通
論
も
そ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
次
の
段
落
の
第
一
文
は
「
日
本
人
学
者
の
梅
謙
次
郎
曰
く
、

法
と
は
人
類
が
社
会
の
一
分
子
と
し
て
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
道
を
謂
う
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
岡
田
朝
太
郎
が
法
学

通
論
に
つ
い
て
述
べ
た
「
入
門
の
カ
ギ
、
高
み
に
登
る
た
め
の
階
梯
」
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
し
か
も
一
貫
し
て
梅
謙
次
郎
の
見
解

を
尊
崇
し
て
い
る
。
構
成
に
お
い
て
は
、
こ
の
朝
陽
大
学
法
律
科
の
『
法
学
通
論
』
も
、
法
学
の
基
本
概
念
を
論
じ
る
総
論
部
分
し
か

な
か
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
他
の
二
八
点
に
お
け
る
各
法
学
分
野
に
関
す
る
講
義
は
「
各
論
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
明
治
大
学
に
留
学

し
た
後
、
清
華
大
学
、
北
京
大
学
お
よ
び
朝
陽
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
王
覲
が
一
九
二
一
年
に
完
成
さ
せ
た
『
法
学
通
論
』
は
、
国
民

に
法
学
知
識
を
普
及
せ
ん
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
当
時
の
中
国
法
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
論
の
多
く
の
部
分
に
は
依
拠
す
べ
き
法

令
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
論
し
か
な
か
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
北
京
大
学
法
律
系
で
教
鞭
を
執
っ
た
白
鵬
飛
が
一
九

二
八
年
に
初
め
て
出
版
し
た
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
四
）
は
、
構
成
に
お
い
て
明
治
日
本
の
総
論
四
編
を
踏
襲
し
た
が
、
中
国
に
な

お
法
典
が
な
か
っ
た
た
め
、
各
法
分
野
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
日
本
も
乗
換
駅
に
す
ぎ
ず
、
民
国
中
国
の
法
学
通
論
に
お
け
る
法
学
の
基
本
概
念
は
、
最
終
的
に
は
や
は
り
近
代
西
洋

の
産
物
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
深
く
朝
陽
大
学
の
『
法
学
通
論
』
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
が
引
用
・
言
及
し
、
さ
ら
に
は
対
話
す
る
法
学

（
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理
論
の
多
く
が
欧
米
の
学
者
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
「
第
一
篇　

国
家
論
」
を
例
に
す
る
。
国
家
の
意
義

に
つ
い
て
、
ま
ず
「
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
国
の
人
民
が
最
も
少
な
く
て
一
万
人
以
上
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
定
論
で
は
な
い
」
と
し
、
ま
た
注
釈
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
のList

は
世
界
の
経
済
発
展
段
階
を
五
つ
に
分
け
た
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
「
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
れ
ば
、
主
権
者
は
人
民
ま
た
は
人
民
の
団
体
に
対
す
る
絶
対
無
制
限
の
権
力
で
あ
る
」
や
、

「
日
本
の
筧
克
彦
に
よ
れ
ば
、
国
家
主
権
は
国
家
が
あ
る
こ
と
か
ら
存
在
し
、
国
家
と
は
ま
た
こ
の
主
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
引
用
す
る
。
国
家
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
伝
統
中
国
の
「
荘
周
曰
く
、
其
の
始
め
を
作な

す
や
簡
に
、
其
の
将

に
畢お

わ
ら
ん
と
す
る
や
必
ず
巨
な
り
〔「
始
め
は
つ
つ
ま
し
く
立
ち
上
げ
た
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
終
わ
り
に
近
づ
く
と
必
ず
途
轍
も
な

い
大
事
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
」
の
意
。
読
み
下
し
文
お
よ
び
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
池
田
知
久
『
荘
子
（
上
）
全
訳
注
』（
講
談

社
、
二
〇
一
四
年
）
二
七
四
、
二
七
八
頁
参
照
〕」
を
引
用
し
た
ほ
か
、
注
釈
に
お
い
て
「
父
権
中
心
説
、
本
説
は
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学

者A
ristotle

が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
…
…
母
権
中
心
説
、
…
…
こ
れ
は
概
ね
班
孟
堅
〔
班
固
〕
の
い
う
上
古
の
時
代
で
あ
る
」
と

補
足
し
て
い
る
。
国
家
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
注
釈
に
お
い
てPlato

、Bluntchli

、O
lto Gierke

、W
undt

の
諸
説
を
説
明
し

て
か
ら
、
道
徳
説
に
つ
い
て
「
古
の
ギ
リ
シ
ャ
の
大
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
が
こ
れ
を
主
張
し
た
。
…
…
近
世
ド
イ
ツ
の
著
名
な
学
者
で
あ

る
ヘ
ー
ゲ
ル
が
プ
ラ
ト
ン
の
説
を
継
承
し
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
。
…
…
日
本
の
筧
克
彦
は
本
説
に
は
二
つ
の
欠
点
が
あ
る
と
批
判
し

た
。
そ
の
論
は
す
こ
ぶ
る
鋭
い
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
幸
福
説
に
対
し
て
は
「
ギ
リ
シ
ャ
の
大
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
こ
そ
が
本
説

の
開
祖
で
あ
る
。
…
…
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
学
派
が
あ
り
、
…
…
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ン
サ
ム
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
ロ
ッ
ク
、

カ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
等
が
権
利
保
護
説
を
主
張
し
た
代
表
的
人
物
で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
述
べ
る
。
だ
が
最
終
的
に

は
「
ド
イ
ツ
の
賀
而
根
脱
而
夫
〔
原
文
不
明
〕」
を
支
持
し
、「
そ
の
政
治
原
論
か
ら
蘊
奥
を
見
出
し
た
」
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
注
釈

で
は
「
イ
ギ
リ
ス
のA

dam
 Sm

ith

が
経
済
的
個
人
主
義
を
提
唱
し
た
」、「
ド
イ
ツ
の
鉄
血
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
は
鉄
血
主
義
を
唱
え

（
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た
」、「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
民
族
自
決
主
義
を
唱
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
国
家
の
分
類
に
つ
い
て
は
注
釈
で
、

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
氏
は
主
権
の
所
在
に
よ
り
国
家
を
三
種
類
に
分
け
た
。
…
…
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ン
チ
ュ

リ
は
こ
れ
ら
三
種
の
ほ
か
、
神
政
国
を
加
え
た
」
と
す
る
。
特
に
白
鵬
飛
『
法
学
通
論
』
は
、
法
律
専
門
用
語
に
常
に
ド
イ
ツ
語
・
フ

ラ
ン
ス
語
・
英
語
の
注
記
を
加
え
、
そ
の
西
洋
性
を
顕
彰
し
て
い
る
。

　

先
述
の
大
学
内
の
科
目
に
比
べ
て
、
当
時
、
内
容
に
お
い
て
実
用
・
簡
要
を
主
と
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
作
者
お
よ
び
出
版
時
期
・

地
が
不
明
の
、
鋼
板
を
彫
っ
て
謄
写
印
刷
す
る
方
法
で
作
成
さ
れ
た
『
陜
西
審
判
講
習
所　

法
学
通
論
講
義
』
が
現
存
し
て
い
る
。
先

述
の
と
お
り
、
一
九
一
五
年
以
降
、
各
省
は
修
業
年
限
二
年
の
、
第
一
種
科
目
（
最
も
基
礎
的
な
科
目
）
が
法
学
通
論
で
あ
る
法
政
講

習
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
講
義
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
称
は
「
審
判
講
習
所
」
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
法
政
講
習
所
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
国
西
北
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
陜
西
省
は
、
省
内
の
裁
判
人
材
を
迅
速
に
養
成
す
る
た
め
、
こ
の
講
義
に
お

け
る
法
学
の
基
本
概
念
に
関
す
る
説
明
は
相
当
簡
要
で
あ
り
、
し
か
も
何
ら
の
参
考
文
献
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
法
学

通
論
を
予
備
的
性
質
と
せ
ず
、
直
接
的
に
正
規
科
目
と
す
る
の
は
通
例
、
学
生
が
高
い
法
学
の
素
養
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
国
民
政
府
期
の
中
国
化
と
党
国
化

1　

学
制
お
よ
び
国
家
試
験
に
お
け
る
法
学
通
論
の
地
位

　

民
国
中
国
は
一
九
二
八
年
か
ら
南
京
国
民
政
府
の
統
治
に
移
り
、
国
民
政
府
の
職
権
は
一
九
四
八
年
の
憲
法
施
行
後
に
総
統
府
が
行

使
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
成
立
し
、
民
国
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
こ
の
間
、
さ
ら
に

満
洲
国
政
府
（
一
九
三
二
～
一
九
四
五
年
）
お
よ
び
汪
兆
銘
国
民
政
府
（
一
九
四
〇
～
一
九
四
五
年
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
総
体

（
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的
な
学
制
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は
北
洋
政
府
期
と
異
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
大
学
に
は
す
で
に
予
科
は
な
く
、
専
科
学
校
に
も
法

政
専
攻
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
に
大
学
の
法
学
院
が
法
律
・
政
治
・
経
済
学
系
に
分
か
れ
た
（
そ
の
後
「
社
会
」
が
増
え
た
）。

そ
の
修
業
年
限
は
四
年
と
さ
れ
、
一
年
次
の
共
通
必
修
科
目
は
「
党
義
、
国
文
、
軍
事
訓
練
お
よ
び
第
一
・
第
二
外
国
語
」
と
さ
れ
た
。

換
言
す
る
と
、「
党
に
よ
る
国
家
統
治
」
の
訓
政
段
階
に
入
り
、
国
民
政
府
は
国
民
党
の
党
義
を
、
法
律
学
科
の
予
備
知
識
と
し
、
そ

の
後
の
「
党
国
法
学
」
の
伝
授
の
た
め
の
レ
ー
ル
を
敷
い
た
。

　
「
党
義
を
重
ん
じ
、
法
学
を
軽
ん
じ
る
」
国
民
政
府
は
、
北
洋
政
府
よ
り
も
法
学
通
論
と
い
う
科
目
を
気
に
掛
け
な
く
な
っ
た
。
国

民
政
府
は
一
九
三
〇
年
に
、
監
督
方
式
が
先
述
の
日
本
の
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
に
頗
る
似
た
司
法
院
国
立
大
学
法
律
科
監
督

規
程
を
制
定
し
、
国
立
大
学
法
律
科
の
必
修
科
目
を
規
定
し
た
。
そ
の
筆
頭
は
国
民
党
の
党
義
を
注
ぎ
込
む
「
三
民
主
義
」
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
法
律
・
政
治
・
経
済
の
学
生
に
と
っ
て
予
科
の
必
修
科
目
で
あ
っ
た
法
学
通
論
は
、
も
は
や
法
学
院
の
法
律
・
政
治
・
経
済

学
系
の
一
年
次
に
と
っ
て
予
科
の
機
能
を
果
た
す
共
通
必
修
科
目
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
洋
政
府
期
と
同
様
に
、
比
較
的

低
レ
ベ
ル
の
法
学
知
識
し
か
必
要
と
し
な
い
警
察
官
学
校
お
よ
び
警
察
官
研
修
ク
ラ
ス
で
は
、
法
学
通
論
は
な
お
必
修
科
目
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
た
（
党
義
は
筆
頭
の
必
修
科
目
で
あ
っ
た
）。
こ
う
し
た
状
況
は
一
九
三
八
年
ま
で
続
い
た
。
当
時
の
法
律
学
系
の
必
修
科

目
に
は
法
理
学
が
あ
っ
た
が
、
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
（
選
択
科
目
に
あ
っ
た
か
は
不
明
）。
と
こ
ろ
が
、
商
学
院
の
共
通
必
修
科
目

に
は
法
学
通
論
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
北
洋
政
府
期
に
は
法
学
通
論
を
必
修
と
し
て
い
た
農
芸
・
森
林
学
系
は
す
で
に
こ
れ
を
廃
止

し
て
い
た
。
先
述
の
規
定
の
下
、
法
学
通
論
科
目
は
非
法
学
専
攻
者
に
国
家
法
の
概
要
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
教
育
の
方
向
性
は
、
国
家
試
験
の
内
容
に
も
関
わ
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
北
洋
政
府
期
の
司
法
官
試
験
第
一
試
験
の
科

目
に
は
経
義
、
史
論
の
ほ
か
に
法
学
通
論
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
国
民
党
の
南
方
政
府
が
公
務
員
試
験
に
つ
い
て
採
用
し
た
基
本
的
な

試
験
科
目
は
、
政
治
的
な
党
義
で
あ
り
、
近
代
法
の
一
般
原
理
を
解
釈
す
る
法
学
通
論
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
四
年
に
孫
文
の
指
導

（
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す
る
中
華
民
国
陸
海
軍
大
元
帥
府
（
広
州
）
が
公
布
し
た
試
験
条
例
は
、
第
一
試
験
の
科
目
と
し
て
国
語
・
三
民
主
義
・
憲
法
を
定
め

た
が
、
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
第
二
試
験
に
お
い
て
は
、
薦
任
文
官
、
委
任
文
官
、
外
交
官
・
領
事
官
、
司
法
官
、
弁
護
士
、
警
察

官
、
監
獄
官
等
の
試
験
に
は
「
法
学
通
論
」
は
な
く
、
こ
れ
が
あ
っ
た
の
は
法
院
書
記
官
試
験
だ
け
で
あ
っ
た
。
汪
兆
銘
等
が
指
導
す

る
武
漢
国
民
政
府
が
一
九
二
六
年
に
制
定
し
た
裁
判
官
試
験
条
例
は
、
筆
記
試
験
と
口
頭
試
問
と
に
分
け
、
筆
記
試
験
科
目
に
は
三
民

主
義
、
五
権
憲
法
お
よ
び
諸
法
が
あ
っ
た
が
、
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
学
通
論
は
法
律
職
の
国
家
試
験
か
ら

ほ
ぼ
排
除
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
多
種
の
専
門
の
文
官
に
対
し
て
も
法
学
通
論
を
通
じ
て
比
較
的
低
い
レ
ベ
ル
の
法
学
知
識
を
具
備

す
る
こ
と
を
求
め
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
九
三
五
年
の
南
京
国
民
政
府
の
高
等
試
験
司
法
官
試
験
条
例
は
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
再
確
認
し
た
。
そ
の
司
法
官
試
験
は
一
次

試
験
と
二
次
試
験
に
分
か
れ
、
一
次
試
験
は
さ
ら
に
三
つ
の
試
験
に
分
か
れ
た
。
第
一
試
験
の
科
目
に
は
国
語
、
総
理
遺
教
（
建
国
方

略
、
建
国
大
綱
、
三
民
主
義
お
よ
び
中
国
国
民
党
第
一
回
全
国
代
表
大
会
宣
言
〔「
総
理
」
と
は
国
民
党
総
理
で
あ
っ
た
孫
文
を
指

す
〕）、
中
国
の
歴
史
と
地
理
、
憲
法
、
法
院
組
織
法
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
第
二
試
験
の
科
目
は
諸
法
で
あ

っ
た
。
地
方
政
府
で
司
法
裁
判
に
従
事
す
る
県
司
法
処
審
判
官
の
試
験
も
同
様
で
あ
っ
た
。
在
職
司
法
官
に
対
す
る
研
修
趣
旨
は
、

「
党
化
司
法
の
礎
を
築
く
」
こ
と
に
あ
り
、
法
学
通
論
は
こ
れ
と
明
ら
か
に
無
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
高
等
試
験
、
な
い
し
は
普

通
試
験
の
科
目
に
も
、
法
学
通
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
農
林
行
政
人
員
高
等
試
験
の
第
二
試
験
に
は
法
学
通
論

が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
法
院
書
記
官
普
通
試
験
で
す
ら
も
は
や
こ
れ
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
満
洲
国
の
司
法
試
験
令
お
よ
び

書
記
官
試
験
令
に
お
い
て
も
、
試
験
科
目
に
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
注
意
に
値
す
る
こ
と
は
、
一
九
三
九
年
の
汪
兆
銘
国
民
政
府
の

司
法
官
試
験
暫
定
条
例
は
、
一
次
試
験
に
お
い
て
は
「
国
語
、
法
学
通
論
」
を
選
択
科
目
と
し
、
諸
法
を
筆
記
試
験
科
目
と
し
た
。
少

な
く
と
も
試
験
科
目
に
お
い
て
、
法
学
通
論
を
法
学
専
攻
者
の
予
備
科
目
と
見
る
清
末
な
い
し
北
洋
政
府
期
へ
と
回
帰
し
た
。
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2　

国
民
政
府
期
に
お
け
る
法
学
通
論
の
内
容

　

学
制
・
試
験
制
度
に
お
い
て
は
比
較
的
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
民
政
府
統
治
期
中
国
の
法
学
通
論
書
の
内
容
は
、
か
つ
て

は
日
本
的
色
彩
に
溢
れ
て
い
た
が
、
特
に
一
九
二
〇
年
代
末
・
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
各
領
域
に
お
い
て
近
代
的
法
典
が
整
い
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
す
で
に
中
国
化
が
進
ん
で
い
た
。
一
九
二
八
年
に
朱
采
真
は
そ
の
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
三
）
を
初
め

て
出
版
す
る
に
当
た
り
、
惜
し
み
つ
つ
、「
ま
ず
は
わ
が
国
の
法
律
は
現
在
ま
だ
完
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
さ
ら
に
は
多
く
の
こ
と

を
含
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
本
書
は
法
の
一
般
的
原
理
・
原
則
を
説
明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
人
々
が
こ
の
法
学
通
論

を
読
め
ば
、
法
の
総
体
的
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
同
書
は
全
二
五
八
頁
で
あ
り
、
中
国
法
を
説
く
最
終
章
の

「
わ
が
国
の
現
行
司
法
制
度
お
よ
び
現
行
法
の
要
点
」
だ
け
で
全
書
の
約
一
〇
分
の
一
に
当
た
る
二
五
頁
を
占
め
る
。
先
述
の
と
お
り

北
洋
政
府
期
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
が
長
年
に
わ
た
り
直
面
し
て
き
た
苦
境
、
す
な
わ
ち
一
貫
し
て
総
論
を
重
視
し
、
各
論
を
欠

い
て
き
た
真
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
朱
采
真
は
一
九
三
〇
年
に
同
書
を
大
幅
に
改
訂
し
た
上
で
、
書
名
も
『
法
律
学
通

論
』
に
改
め
、
一
九
二
八
・
一
九
二
九
年
に
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
国
刑
法
典
・
民
法
典
の
内
容
を
追
加
し
た
。
情
勢
は
明
ら
か
に

変
わ
り
始
め
て
い
た
。

　

東
呉
大
学
法
学
院
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
弁
護
士
で
も
あ
り
、
ま
た
教
授
で
も
あ
っ
た
丘
漢
平
は
一
九
三
三
年
に
「
新
時

代
法
学
叢
書
」
と
し
て
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
六
）
を
執
筆
し
た
際
に
、
中
国
法
が
相
対
的
に
完
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

著
作
が
日
本
の
影
響
か
ら
抜
け
出
し
、「
新
た
な
時
代
」
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
つ
い
に
高
ら
か
に
宣
言

し
た
。
丘
は
「
自
序
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
詳
細
に
説
明
し
た
。

　

宣
統
帝
退
位
以
降
、
朝
野
の
人
士
は
大
い
に
変
法
を
論
じ
て
き
た
。
…
…
一
時
は
隆
盛
を
極
め
た
。
時
は
徐
々
に
過
ぎ
去
り
、

（
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今
日
ま
で
数
十
年
の
年
月
が
経
っ
た
。
た
だ
法
治
は
い
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
法
学
は
い
ま
だ
盛
ん
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
普
通

の
法
学
教
科
書
す
ら
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
普
通
の
法
学
教
科
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
学
通
論
が
最
も
普
通
の
書
で
あ
ろ

う
か
。
と
は
い
え
、
光
緒
三
四
年
（
著
者
注
：
一
九
〇
八
年
）
に
日
本
の
岡
田
博
士
の
法
学
通
論
講
義
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
中

国
人
が
執
筆
し
た
法
学
通
論
は
い
ず
れ
も
氏
の
底
本
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
法
律
界
の
恥
と
い
え
ば
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は

な
い
。
…
…
そ
こ
で
本
書
を
な
し
た
。
…
…
引
例
に
は
わ
が
国
の
法
律
を
用
い
る
よ
う
に
し
、
分
か
り
や
す
く
し
た
…
…
。

　

問
題
を
意
識
し
て
い
た
丘
漢
平
は
、
最
終
的
に
は
や
は
り
日
本
的
色
彩
を
帯
び
た
、
中
国
的
な
法
学
通
論
の
論
じ
方
の
伝
統
を
完
全

に
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
丘
漢
平
編
『
法
学
通
論
』
は
附
録
に
お
い
て
、
当
時
中
国
で
「
坊
間
で
出
版
さ
れ
て
い
る
法
学

通
論
の
多
く
が
日
本
の
も
の
の
編
訳
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
そ
れ
が
探
し
え
た
訳
本
が
岡
田
朝
太
郎
、
磯
谷
幸
次
郎
、
梅
謙
次

郎
、
織
田
萬
、
三
潴
信
三
、
中
村
進
午
の
六
名
の
日
本
人
法
学
者
（
そ
の
う
ち
五
名
は
表
一
で
記
し
た
）
の
著
作
を
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
中
国
人
学
者
だ
け
で
完
成
さ
せ
た
法
学
通
論
書
は
、
先
述
の
朝
陽
大
学
講
義
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
と
い
う
の
も
、
丘
漢
平
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
白
鵬
飛
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
四
）
の
大
半
は
、
三
潴
信
三
の
著
書
（
表
一

─
一
三
）
に
依
拠
し
て
お
り
、
上
海
の
会
文
堂
新
記
書
局
が
出
版
し
た
欧
陽
谿
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
七
）
は
、
そ
の
構
成
か
ら
実

質
的
に
は
「
法
律
綱
要
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
丘
漢
平
は
あ
る
い
は
日
本
の
法
学
通
論
モ
デ
ル
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
や
先
秦
法
思
想
の
知
識
を
運
用
し
、「
法
の
現
象
」
を
論
じ
る
際
に
は
荀
子
を
引
用
し
、「
法
の
観
念
」
を
論
じ
る
際
に
は
ま

ず
法
の
本
字
で
あ
る
「
灋
」（
明
治
日
本
に
は
こ
の
字
を
書
名
と
し
た
学
者
も
い
た
。
表
一
─
三
参
照
）
と
「
律
」
を
遡
り
、『
説
文
解

字
』
等
の
漢
籍
に
は
い
ず
れ
も
「
均
平
」
の
意
味
が
あ
る
と
し
、
西
洋
由
来
の
法
と
中
国
の
ロ
ー
カ
ル
性
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
部
分
が
書
全
体
に
お
い
て
占
め
る
紙
幅
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
法
学
通
論
書
の
構
成
に
お
い
て
、
な
お
日

（
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

本
と
異
な
る
も
の
を
樹
立
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
留
学
経
験
の
あ
る
李
景
禧
・
劉
子
崧
は
、
そ
れ
ら
の
編
ん
だ
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
九
）
が
一
九
三
四
年
に
初
め
て
出
版
さ

れ
た
際
に
も
、
中
国
法
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
を
同
書
の
特
色
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
中
国
で
出
版
さ
れ
て
い
た
法
学
通
論
書

は
、「
叙
述
に
際
し
て
、
わ
が
国
（
著
者
注
：
中
国
）
の
法
律
の
多
く
が
未
公
布
で
あ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
原
因
の
た
め

か
、
わ
が
国
の
法
シ
ス
テ
ム
に
完
全
に
依
拠
し
て
編
集
・
執
筆
さ
れ
た
も
の
は
な
お
多
く
は
な
い
。
本
書
は
出
版
が
比
較
的
遅
か
っ
た

た
め
、
こ
の
欠
点
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
た
。

　

一
九
三
五
年
に
多
く
の
法
典
が
改
正
後
に
施
行
さ
れ
、
民
国
中
国
の
六
法
体
系
が
整
っ
た
と
い
え
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
中
国
版
法
学
通
論
書
が
つ
い
に
誕
生
し
た
。
浙
江
法
政
学
校
法
律
専
科
卒
業
後
に
フ
ラ
ン
ス
で
法
学
修
士
号
を
取
得
し
た
楼
桐

孫
が
一
九
三
九
年
に
出
版
し
た
同
編
著
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
一
一
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
楼
は
同
書
に
お
い
て
読
者
に
対
し
て
「
中

国
の
法
律
は
大
体
に
お
い
て
す
で
に
完
備
さ
れ
た
と
い
い
う
る
。
…
…
我
々
が
法
学
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
ず
か
ら
民
族
文

化
・
民
族
生
活
を
基
本
的
立
場
と
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
拙
著
が
読
者
に
と
っ
て
、
中
国
の
最
新
の
法
学
通
論
と
な
ら
ん
こ
と
を
望

む
」
と
告
げ
た
。
朝
陽
大
学
卒
業
後
に
日
本
の
明
治
大
学
で
研
究
し
た
林
紀
東
も
、
一
九
四
七
年
に
出
版
し
た
同
編
著
『
法
律
概
論
』

（
表
二
─
一
四
）
に
お
い
て
、「
本
書
は
法
の
本
質
、
形
式
と
内
容
等
を
取
り
扱
う
際
に
、
随
所
で
例
を
用
い
る
と
共
に
、
わ
が
国
の

現
行
法
典
を
十
分
に
引
用
し
、
適
切
で
、
必
要
な
、
ま
た
意
義
深
い
説
明
を
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

だ
が
、
民
国
期
中
国
の
法
学
通
論
書
は
、
中
国
化
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
西
洋
の
個
人
主
義
・
自
由
主
義
的
法
制
度
の
「
党
国
化
」

を
も
推
し
進
め
た
。
こ
れ
は
戦
前
日
本
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
訓
政
」
が
始
ま
っ
た
一
九
二
八
年
、
朱
采
真
は
そ
の
『
法
学

通
論
』
に
お
い
て
、「
国
民
党
の
党
治
時
代
に
お
い
て
、
法
の
基
本
的
精
神
が
党
綱
領
お
よ
び
党
義
に
背
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
私
は
三
民
主
義
の
中
で
法
律
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
学
説
を
ほ
ぼ
完
全
に
本
書
の
資
料
と
し
た
」
と
述
べ
た
。
朱
は
同
書
の
改
訂
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版
に
お
い
て
、
第
二
党
の
存
在
を
許
さ
な
い
中
国
の
「
党
治
」
と
、
西
洋
の
政
党
政
治
は
大
い
に
異
な
り
、
党
治
は
法
を
必
要
な
道
具

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
「
法
治
」
の
重
要
性
を
説
い
た
。
湖
北
法
政
学
堂
を
卒
業
し
た
毛
家
騏
は
、
一
九
三

一
年
に
中
央
陸
軍
軍
官
学
校
の
「
政
治
教
程
第
五
種
」
と
し
て
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
五
）
を
編
集
し
た
際
に
、
同
書
が
「
い
ず
れ

も
総
理
の
三
民
主
義
の
原
理
・
原
則
に
よ
っ
て
立
論
し
、
も
っ
て
三
民
主
義
の
法
の
実
現
を
期
し
た
。
こ
れ
は
三
民
主
義
の
法
学
通
論

と
い
え
よ
う
。
…
…
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、
法
全
体
の
原
理
・
原
則
お
よ
び
そ
の
進
化
の
叙
述
に
重
点
を
置
き
、
党
治
・
法
治

を
拠
り
所
と
し
た
」
と
自
ら
称
し
た
。
そ
れ
は
同
様
に
、「
党
治
」
を
法
治
が
実
現
せ
ん
と
す
る
目
標
と
し
た
。
楼
桐
孫
は
か
ね
て
よ

り
国
民
党
と
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
三
九
年
の
同
編
著
『
法
学
通
論
』
に
お
い
て
、
同
様
の
立
場
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち

「
国
民
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
立
法
は
、
総
理
遺
教
を
準
則
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
拙
著
に
お
い
て
も
、
総
理
遺
教
お
よ
び
中
国
国
民

党
の
政
治
綱
領
・
政
策
に
逐
一
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
筆
者
の
野
心
と
し
て
は
、
拙
著
が
読
者
を
三
民
主
義
の
法
治
の
大
道
に
導
か

ん
こ
と
を
望
む
」。
こ
こ
に
至
り
、
民
国
中
国
の
法
学
通
論
は
、
す
で
に
「
中
国
の
特
色
あ
る
」
党
治
化
へ
と
歩
み
始
め
て
い
た
。

　

明
治
日
本
の
法
学
通
論
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
す
で
に
党
国
の
必
要
に
適
っ
て
い
た
が
、
法
学
専
攻
者
に
と
っ
て
は
深
み
が
足
り
ず
、

非
法
学
専
攻
者
に
と
っ
て
は
曖
昧
に
す
ぎ
、
ま
た
は
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
法
規
上
は
先
述
の

と
お
り
、
法
学
通
論
は
法
学
院
各
系
の
共
通
必
修
ま
た
は
法
律
系
の
必
修
科
目
で
は
な
く
、
大
学
商
学
院
の
共
通
必
修
ま
た
は
警
察
官

学
校
の
必
修
科
目
に
列
せ
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
法
律
職
を
選
抜
す
る
ほ
と
ん
ど
の
国
家
試
験
で
も
法
学
通
論
は
試
験

科
目
で
は
な
く
、
非
法
律
職
の
試
験
に
お
い
て
こ
れ
を
試
験
科
目
と
し
て
い
た
の
は
、
農
林
行
政
人
員
高
等
試
験
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ

が
大
学
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、
法
学
通
論
教
科
書
に
対
す
る
教
員
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
は
な
お
か
な
り
高
か
っ
た
。
日
中
戦
争
下
の
一

九
三
九
年
、
燕
京
大
学
に
着
任
し
た
胡
毓
傑
は
『
法
学
綱
要
』（
表
二
─
一
〇
）
を
出
版
し
た
。
従
来
の
よ
う
に
「
通
論
」
を
書
名
と

し
な
か
っ
た
が
、「
自
序
」
の
冒
頭
か
ら
「
法
学
通
論
は
法
律
学
を
修
め
る
上
で
の
基
礎
科
目
で
あ
り
、
政
治
学
の
導
言
、
経
済
学
の
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原
理
や
そ
の
他
の
科
学
の
基
本
課
程
と
性
質
が
似
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
「
北
平
〔
現
在
の
北
京
〕
は
非
常
事
態
に
あ
り
、
す

で
に
二
年
が
経
ち
、
南
部
か
ら
来
る
書
籍
は
市
場
か
ら
姿
を
消
し
、
北
部
の
学
者
も
相
次
い
で
南
部
に
行
っ
た
。
国
内
の
優
秀
な
者
を

採
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
能
わ
な
い
。
こ
れ
が
断
固
決
然
と
し
て
汗
水
を
流
し
て
本
綱
要
を
な
し
た
所
以
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か

も
奥
付
に
お
い
て
「
大
学
用
図
書
」
と
注
記
し
た
上
で
、
燕
京
大
学
（
北
平
）・
東
呉
大
学
（
上
海
）
法
律
学
院
が
代
行
販
売
す
る
と

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
書
の
「
序
」
を
執
筆
し
た
張
東
蓀
は
む
し
ろ
、
同
書
は
「
法
学
専
攻
者
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
政

治
・
経
済
・
社
会
を
学
ぶ
者
に
法
律
知
識
の
概
略
を
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
の
時
分
ま
で
、
中
国
の
法
学
通

論
書
は
依
然
と
し
て
一
八
八
一
年
に
明
治
日
本
で
誕
生
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
法
学
専
攻
者
の
導
入
と
し
て
の
、
他
方
で
は

非
法
学
専
攻
者
に
法
の
概
要
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

国
民
政
府
統
治
期
中
国
の
法
学
通
論
に
つ
い
て
は
、
明
治
日
本
の
影
響
力
は
下
り
坂
に
向
か
い
始
め
た
が
、
な
お
か
な
り
色
濃
く
残

っ
て
い
た
。
あ
る
論
者
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
中
国
の
学
者
が
日
本
方
式
で
法
学
通
論
を
執
筆

し
な
く
な
っ
た
が
、
当
時
一
部
の
学
術
水
準
が
高
く
な
い
著
作
が
逆
に
法
学
通
論
と
い
う
科
目
の
名
声
を
下
げ
た
。
そ
の
う
ち
、
学
術

的
成
果
が
比
較
的
高
い
代
表
作
が
二
点
あ
る
。
一
点
は
先
述
の
丘
漢
平
の
『
法
学
通
論
』
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
一
九
三
三
年
に
大
東

書
局
（
上
海
）
が
出
版
し
た
張
映
南
『
法
学
通
論
』
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
後
者
の
構
成
は
基
本
的
に
日
本
人
学
者
の
立
場
を

踏
襲
し
て
お
り
、
自
ら
も
多
く
は
日
本
の
法
学
博
士
で
あ
る
三
瀦
信
三
（
表
一
─
一
三
）
の
原
著
に
依
拠
し
つ
つ
、
他
書
を
参
考
に
し

て
編
纂
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
丘
漢
平
書
の
構
成
が
示
す
論
述
枠
組
み
も
、
当
時
普
及
し
て
い
た
日
本
の
法
学
通
論
書
か
ら
踏
襲
し
た

も
の
と
何
ら
違
い
は
な
く
、
相
違
点
は
同
書
が
で
き
る
限
り
日
本
の
紹
介
に
依
拠
し
て
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
西
洋
の
法
学
文
献
を

直
接
用
い
た
点
で
あ
ろ
う
。
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3　

民
国
中
国
に
お
け
る
法
学
通
論
の
「
夕
陽
限
り
無
く
好
し＊
」

＊
訳
者
注
：「
夕
陽
限
り
無
く
好
し
」［
夕
陽
無
限
好
］
は
李
商
隠
「
楽
遊
原
に
登
る
」
の
一
節
で
あ
る
。
後
に
続
く
の
は
「
只
だ

是
れ
黄
昏
に
近
し
［
只
是
近
黄
昏
］」
で
あ
り
、「（
折
し
も
、
輝
く
）
夕
陽
は
、
こ
の
上
な
く
す
ば
ら
し
い
。
だ
が
、
し
か
し
、

（
今
は
）
夕
暮
れ
（
の
闇
の
色
）
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
田
部
井
文
雄
『
唐
誌
三
百
首
詳
解

（
下
）』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
二
五
九
～
二
六
〇
頁
参
照
）。

　

法
学
通
論
が
法
学
専
攻
者
と
非
法
学
専
攻
者
の
両
者
を
配
慮
し
よ
う
と
し
た
が
、
二
兎
追
う
も
の
は
一
兎
を
も
得
ず
の
苦
境
に
陥
っ

た
こ
と
は
、
中
国
教
育
当
局
の
関
心
を
引
い
た
。
一
九
四
二
年
に
重
慶
国
民
政
府
教
育
部
は
、
法
律
専
門
職
団
体
構
成
員
を
招
集
し
て

協
議
し
た
後
、
法
学
通
論
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
大
学
法
学
院
各
系
学
生
に
対
し
て
法
学
の
一
般
原
理
を
講
述
す
る
「
法
学
緒
論
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
教
育
部
が
一
九
四
二
年
一
〇
月
に
改
正
し
た
「
法
律
学
系
必
修
科
目
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
年
次
前
期
の

必
修
科
目
に
「
法
学
緒
論
」
が
登
場
し
、
し
か
も
「
党
義
」
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
過
程
に
参
加
し
た
梅
仲
協
（
当
時
中
央
政
治

学
校
法
律
学
系
主
任
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
あ
り
）
は
、
そ
の
後
一
九
五
四
年
に
そ
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。

　

わ
が
国
（
著
者
注
：
中
国
）
の
学
者
が
編
集
・
執
筆
し
た
法
学
通
論
書
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
を
参
考
と
し
て
、
総
論
と
各
論
に

分
け
て
い
る
。
し
か
し
て
各
論
は
各
種
の
重
要
な
法
律
の
概
要
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
走
馬
看
花
の
よ
う
で
あ
り
、
よ
く
見

ら
れ
る
の
は
、
大
量
の
専
門
用
語
を
羅
列
す
る
だ
け
で
、
そ
の
内
容
が
詳
細
で
は
な
く
、
深
奥
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
総
論
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
往
々
に
し
て
学
理
を
高
ら
か
に
論
じ
、
遠
く
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
か
ら
、
近
く
は
二

〇
世
紀
の
著
名
な
学
説
に
漏
れ
な
く
触
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
ば
か
り
の
説
明
し
か
な
く
、
読
者
を
戸
惑
わ
せ
、
そ
の
深
奥

（
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を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
育
部
は
こ
の
た
め
、
民
国
三
一
年
（
著
者
注
：
一
九
四
二
年
）
秋
に
、
立
法
委
員
、
司

法
当
局
お
よ
び
各
大
学
法
学
教
授
を
招
聘
し
、
共
同
で
検
討
し
て
改
善
を
図
っ
た
。
当
時
、
筆
者
（
著
者
注
：
梅
仲
協
）
も
こ
れ

に
参
加
し
た
。
直
ち
に
決
定
に
至
り
、
法
学
通
論
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、
別
に
法
学
緒
論
科
目
を
開
設
し
、
法
学
院
各
学
系
の

共
通
必
修
科
目
と
し
、
科
目
の
内
容
の
重
点
は
法
学
原
理
の
講
述
に
置
く
べ
き
で
あ
り
、
諸
法
の
概
要
に
は
触
れ
な
い
こ
と
と
さ

れ
た
。

　

法
学
緒
論
書
の
構
成
に
つ
い
て
、
教
育
部
は
今
日
（
著
者
注
：
一
九
五
四
年
）
ま
で
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。

　

民
国
中
国
の
歴
史
的
展
開
の
文
脈
か
ら
見
て
、
一
九
四
二
年
の
こ
の
決
議
は
、
法
学
通
論
を
法
学
院
各
系
一
年
次
の
共
通
必
修
科
目

か
ら
外
し
た
一
九
三
〇
年
の
決
定
を
改
め
、
法
学
通
論
を
法
律
・
政
治
・
経
済
専
攻
者
の
予
科
に
お
け
る
必
修
科
目
と
し
て
い
た
北
洋

政
府
期
に
戻
っ
た
に
等
し
い
。
先
述
の
と
お
り
、
汪
兆
銘
国
民
政
府
は
一
九
三
九
年
に
司
法
官
試
験
科
目
に
お
い
て
、
類
似
の
態
度
を

採
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
基
づ
き
、
法
学
通
論
は
総
論
部
分
を
講
述
し
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
北
洋
政
府
期
の
法
学
通

論
も
大
体
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
先
述
の
朝
陽
大
学
法
律
科
講
義
で
あ
る
。
し
か
も
、
教
育
部
は
法
学
緒
論
書
の
構
成
に
つ
い
て
規

定
し
な
か
っ
た
が
、
梅
仲
協
が
述
べ
た
「
重
点
は
法
学
原
理
の
講
述
に
置
く
べ
き
で
あ
り
、
諸
法
の
概
要
に
は
触
れ
な
い
」
に
つ
い
て

は
、
法
律
学
系
必
修
科
目
表
の
「
説
明
」
欄
に
お
い
て
わ
ざ
わ
ざ
、「
法
学
緒
論
科
目
の
目
的
は
、
学
生
に
『
法
』
の
基
本
概
念
、
役

割
お
よ
び
体
系
、
世
界
の
重
要
な
法
系
の
発
展
の
概
況
、
各
国
の
法
学
教
育
の
現
状
、
法
学
研
究
の
方
法
等
に
つ
い
て
学
生
に
い
く
ば

く
か
認
識
さ
せ
、
そ
の
法
学
に
対
す
る
興
味
を
沸
き
立
た
せ
、
そ
こ
か
ら
各
分
野
の
法
学
科
目
を
研
究
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
た
。

だ
が
、
当
時
の
中
国
は
ま
さ
に
分
裂
お
よ
び
戦
乱
に
陥
っ
て
お
り
、
重
慶
政
府
が
実
効
支
配
し
て
い
た
地
域
は
限
ら
れ
て
い
た
。
少
な

く
と
も
先
述
の
法
学
通
論
書
を
執
筆
し
た
胡
毓
傑
が
勤
め
て
い
た
大
学
は
、
こ
う
し
た
教
育
部
の
指
揮
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
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戦
後
初
期
の
中
国
に
お
い
て
、
法
学
通
論
書
は
雨
後
の
筍
の
如
く
現
れ
た
。
元
老
ク
ラ
ス
の
夏
勤
も
一
九
一
七
年
に
出
版
し
た
『
法

学
通
論
』
の
修
訂
版
を
出
版
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
四
五
年
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
学
法
学
博
士
で
、

重
慶
の
復
旦
大
学
教
授
で
あ
っ
た
何
任
清
が
、「
国
立
復
旦
大
学
叢
書
」
と
し
て
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
一
二
）
を
完
成
さ
せ
た
。
同

書
は
法
学
・
法
・
国
家
・
権
利
お
よ
び
義
務
か
ら
な
る
四
編
構
成
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
〇
七
年
の
織
田
萬
書
を
代
表
と
す
る
明
治
日

本
の
一
九
〇
〇
年
代
の
法
学
通
論
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
同
書
に
各
論
が
な
く
、
総
論
し
か
な
っ
た
こ
と
は
、
先
述
の
教

育
部
一
九
四
二
年
決
議
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。
と
は
い
え
、
教
育
部
が
制
定
し
た
法
律
学
系
必
修
科
目
表
に
お
い
て
、
一
年
次
前
期
課

程
の
科
目
名
は
明
ら
か
に
「
法
学
緒
論
」
で
あ
り
、
同
書
が
用
い
た
「
法
学
通
論
」
で
は
な
か
っ
た
。
著
名
な
法
学
者
の
呉
経
熊
は
同

書
に
序
文
を
寄
せ
、「
各
章
末
に
問
答
お
よ
び
注
解
を
付
し
、
極
め
て
詳
細
で
あ
り
、
大
学
教
育
お
よ
び
試
験
対
策
の
用
途
に
頗
る
適

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
も
同
書
は
戦
後
の
一
九
四
六
年
一
二
月
で
す
で
に
三
版
を
発
行
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
『
法
学
通

論
』
は
確
か
に
法
律
系
一
年
次
の
教
材
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
「
法
学
通
論
は
廃
止
す
べ
き
」
と
す
る
教
育
部
の
指
令
は

一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。「
法
学
通
論
」
と
い
う
名
称
は
民
国
中
国
に
お
い
て
そ
こ
ま
で
深
く
根
付
い
て
い
た
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
？

　

当
時
は
な
お
一
般
国
民
に
法
律
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
比
較
的
重
き
を
置
い
た
法
学
通
論
書
が
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
に
重
慶

の
中
国
書
店
が
出
版
し
た
林
振
鏞
・
王
冠
英
編
著
『
法
学
通
論
』
は
そ
の
「
自
序
」
に
お
い
て
、
法
治
の
基
礎
は
人
民
各
人
が
法
を
知

っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
現
行
法
を
抜
き
出
し
て
一
巻
に
ま
と
め
、
法
学
の
原
理
に
関
す
る
総
論
を
合
わ
せ
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ん
と
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
が
読
者
層
を
一
般
民
衆
と
設
定
し
た
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
先
述
の
大
学
法
学
院
の
法

学
通
論
に
対
す
る
教
育
部
の
指
示
と
は
関
係
が
な
く
な
る
た
め
、
総
論
の
ほ
か
に
、
相
当
詳
細
な
各
論
も
あ
っ
た
。
だ
が
今
日
、
同
書

の
販
売
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
190
）

（
191
）

（
192
）

（
193
）

（
194
）

（
195
）

（阪大法学）69（6-364）　1548〔2020. 3 〕



東アジアにおける法学の伝播経路（二）　
　

中
国
青
年
党
に
属
し
て
政
界
で
活
躍
し
た
朱
祖
貽
が
一
九
四
六
年
に
編
集
・
執
筆
し
た
『
法
学
通
論
』（
表
二
─
一
三
）
は
一
五
版

に
達
し
て
お
り
、
か
な
り
売
れ
筋
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
同
書
の
「
編
輯
大
意
」
に
よ
れ
ば
「
一
、
本
書
は
教
育
部
が
公
布
し
た
課

程
標
準
に
従
っ
て
編
集
・
執
筆
し
、
商
業
職
業
高
等
学
校
の
必
修
に
供
し
、
高
等
学
校
普
通
科
の
選
択
科
目
用
を
も
兼
ね
る
。
…
…
三
、

本
書
の
章
節
の
順
序
は
い
ず
れ
も
部
課
程
標
準
の
規
定
に
よ
っ
た
…
…
」。
以
上
の
こ
と
か
ら
同
書
は
先
述
の
教
育
部
一
九
四
二
年
決

議
が
推
進
し
、
大
学
法
学
院
各
学
系
の
共
通
必
修
に
当
た
る
法
学
緒
論
で
は
決
し
て
な
く
、
法
学
通
論
を
職
業
高
等
学
校
の
必
修
科

目
・
高
等
学
校
普
通
科
の
選
択
科
目
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
同
書
の
最
後
の
二
章
は
、
法
学
原
理
以
外
の
「
そ
の
他
の
諸
法

の
概
要
」
に
充
て
ら
れ
、
そ
の
実
質
は
各
論
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
一
九
四
七
年
時
点
で
四
版
に
達
し
て
い
た
、
中
央
政
治
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
林
紀
東
編
著
の
『
法
律
概
論
』

（
表
二
─
一
四
）
が
あ
っ
た
。
林
は
自
ら
「
実
に
大
学
法
学
一
年
生
の
最
良
の
教
科
書
で
あ
り
、
ま
た
専
門
外
の
一
般
の
人
に
必
要
な

法
学
知
識
を
教
授
し
、
そ
の
遵
法
精
神
を
涵
養
す
る
た
め
の
適
切
な
読
み
物
で
あ
る
」
と
し
た
。
同
書
は
法
学
一
年
次
生
の
教
科
書
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
ま
ず
、
何
任
清
書
の
よ
う
に
、
書
名
は
「
法
学
緒
論
」
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
総
論
の
ほ
か
、
さ
ら
に

専
門
外
の
一
般
の
人
の
ニ
ー
ズ
ま
で
を
も
顧
み
た
各
論
が
あ
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
が
同
書
全
体
の
多
く
の
紙
幅
を
占
め
、

先
述
の
林
振
鏞
・
王
冠
英
や
朱
祖
貽
の
『
法
学
通
論
』
に
近
く
、
い
ず
れ
も
一
九
四
二
年
の
教
育
部
決
議
の
期
待
に
沿
っ
て
い
な
か
っ

た
。

孫
家
紅
「
導
言
：
西
方
、
日
本
、
中
国
法
」
李
貴
連
・
孫
家
紅
編
『
法
政
速
成
科
講
義
録
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一

二
～
一
三
頁
参
照
。

法
政
大
学
法
政
速
成
科
に
入
学
し
た
中
国
人
の
大
半
は
日
本
語
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
教
室
で
中
国
公
用
語
に
通
訳
す
る
方
法
に
よ
り
法

学
を
講
義
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
孫
家
紅
・
前
掲
注
（
88
）
一
三
、
四
八
～
四
九
頁
参
照
）。
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王
泰
升
・
前
掲
注
（
6
）
八
八
～
九
〇
頁
参
照
。

中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
含
め
ば
、
最
初
の
中
国
語
の
法
学
通
論
書
は
後
述
の
王
国
維
が
翻
訳
し
た
磯
谷
幸
次
郎
講
述
『
法
学
通
論
』

で
あ
っ
た
。

張
篤
勤
「
張
之
洞
與
西
洋
社
会
科
学
在
武
漢
的
初
期
伝
播
」
馮
天
瑜
・
陳
鋒
主
編
『
張
之
洞
與
中
国
近
代
化
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
五
二
二
～
五
四
七
頁
参
照
。

法
政
大
学
法
政
速
成
科
の
講
義
録
は
日
本
国
内
に
お
い
て
有
斐
閣
が
法
政
大
学
校
内
外
の
中
国
人
留
学
生
や
日
本
国
内
の
そ
の
他
の
読
者
に

向
け
て
販
売
し
た
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
中
国
に
向
け
て
も
販
売
さ
れ
、
上
海
の
広
智
書
局
が
そ
の
販
売
業
務
を
総
攬
し
、
し
か
も
当
初
よ
り
中

国
全
体
を
販
売
可
能
な
市
場
と
見
て
い
た
（
孫
家
紅
・
前
掲
注
（
88
）
六
三
～
六
六
頁
参
照
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
政
大
学
法
政
速
成
科
卒

業
生
が
主
導
し
た
「
法
政
叢
編
」
は
、
東
京
で
印
刷
・
発
売
さ
れ
た
が
、
販
売
対
象
を
そ
れ
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
中
国
人
民
に
ま
で
拡
張
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

張
知
本
・
鄒
麟
書
・
劉
変
臣
編
『
法
学
通
論
（
法
政
叢
編
第
一
種
）』（
湖
北
法
政
編
輯
社
、
一
九
〇
六
年
。
初
版
は
一
九
〇
五
年
）「
例
言
」。

渡
部
萬
蔵
『
現
代
法
律
語
の
史
的
考
察
』（
萬
里
閣
書
房
、
一
九
三
〇
年
）
二
五
八
～
二
六
〇
頁
参
照
。
換
言
す
る
と
、
明
治
期
の
日
本
語

漢
字
に
お
け
る
「
憲
法
」
は
、
す
で
に
『
周
礼
』
等
の
古
典
の
原
始
的
意
味
を
超
え
て
お
り
、
西
洋
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
等
を
含
む
）
の
“constitutional law
”の
同
義
語
と
な
っ
て
い
た
。
清
末
中
国
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
日
本
語
漢
字
を
中
国
語
に
組
み

込
み
（
た
だ
し
発
音
は
中
国
公
用
語
（
中
国
語
）
に
よ
る
）、
同
様
に
西
洋
語
の
“constitutional law

”を
意
味
す
る
も
の
と
し
た
。
あ
る
論
者

に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
以
前
に
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
西
学
の
書
籍
は
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
等
の
西
洋
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た

が
、
一
九
〇
〇
年
以
降
は
、
日
本
語
か
ら
の
翻
訳
が
量
的
に
急
増
し
、
主
要
部
分
を
占
め
た
と
い
う
。
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
現
代
中
国
語
に
は

日
本
語
の
語
彙
八
四
四
個
が
溶
け
込
み
、
ま
た
社
会
科
学
の
学
科
名
ま
た
は
専
門
用
語
の
一
部
は
日
本
語
に
由
来
す
る
（
張
篤
勤
・
前
掲
注

（
92
）
五
三
九
、
五
四
三
～
五
四
四
頁
参
照
）。
法
は
中
国
で
も
一
貫
し
て
、
政
治
・
経
済
等
の
社
会
科
学
と
同
類
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

同
じ
立
場
と
し
て
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
二
三
頁
参
照
。

近
代
的
意
義
に
お
け
る
「
法
学
」
と
い
う
用
語
は
、
明
治
日
本
に
お
い
て
漢
字
二
文
字
を
用
い
て
西
洋
語
の
“jurisprudence

”、
“science 

of law

”を
翻
訳
し
た
後
、
一
九
世
紀
末
・
二
〇
世
紀
初
頭
に
清
代
中
国
に
伝
わ
り
、
今
日
の
中
国
語
の
一
部
と
な
っ
た
（
何
勤
華
『
中
国
法
学

史
』（
韋
伯
文
化
国
際
出
版
有
限
公
司
、
二
〇
〇
四
年
）
五
～
一
一
頁
参
照
）。

（
90
）

（
91
）

（
92
）

（
93
）

（
94
）

（
95
）

（
96
）

（
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）
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程
波
に
よ
れ
ば
孟
森
が
執
筆
し
た
『
新
編
法
学
通
論
』（
一
九
一
〇
年
）
が
中
国
人
の
最
初
に
編
集
・
執
筆
し
た
法
学
通
論
教
科
書
で
あ
る
。

も
っ
と
も
程
波
は
ま
た
、
孟
森
書
が
法
政
速
成
科
に
お
け
る
梅
謙
次
郎
の
法
学
通
論
講
義
の
中
国
語
訳
で
あ
り
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
り
、

あ
る
い
は
原
意
を
保
持
し
た
上
で
微
修
正
を
加
え
た
り
し
、
時
に
は
梅
謙
次
郎
の
言
を
異
な
る
箇
所
に
移
動
さ
せ
た
り
し
て
い
る
と
指
摘
す
る

（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
七
六
、
八
九
、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
参
照
）。
以
上
の
程
波
の
描
写
に
よ
れ
ば
、
孟
森
書
は
な
お
「
編
訳
」
に
当
た
り
、

自
己
の
学
術
的
見
解
を
示
す
「
著
」
と
は
な
お
言
え
な
い
た
め
、
書
名
を
「
新
編
」
に
止
め
た
と
論
じ
る
。
同
じ
く
「
編
訳
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

張
知
本
等
の
編
書
の
出
版
時
期
は
孟
森
書
よ
り
早
い
。
と
は
い
え
「
訳
」
と
「
著
」
を
区
別
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
先
述
の
よ

う
に
、
日
本
語
が
漢
字
に
よ
り
表
現
す
る
法
律
用
語
が
中
国
語
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
台
湾
の
学
術
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

言
っ
て
、
翻
訳
は
原
文
の
趣
旨
に
完
全
に
拘
束
さ
れ
、
自
ら
の
意
見
に
よ
り
原
意
を
変
更
す
べ
き
で
は
な
く
、
自
己
の
意
見
を
主
張
し
た
け
れ
ば
、

「
著
」
に
よ
り
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
清
末
民
初
中
国
の
学
界
に
は
こ
う
し
た
観
念
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
程

波
も
同
旨
で
あ
る
（
程
波
・
同
上
一
二
一
～
一
二
三
頁
参
照
）。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
五
二
頁
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
三
八
頁
参
照
。

日
本
の
国
会
図
書
館
の
蔵
書
に
は
、
磯
谷
幸
次
郎
著
（
中
表
紙
に
は
「
講
述
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）『
法
学
通
論
（
日
本
法
律
学
校
正
科
講

義
録
）』（
日
本
法
律
学
校
編
輯
部
、
一
八
九
六
年
）
が
あ
る
。『
官
報
』
三
六
三
四
号
（
一
八
九
五
年
八
月
九
日
）
九
三
頁
に
よ
れ
ば
、
磯
谷
は

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
か
ら
長
崎
控
訴
院
判
事
に
転
任
し
、『
官
報
』
七
二
四
二
号
（
一
九
〇
七
年
八
月
一
九
日
）
三
八
九
頁
に
よ
れ
ば
、
大
審

院
判
事
か
ら
横
浜
地
方
裁
判
所
長
に
転
任
し
た
（http://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?view

RestrictedList=1&
searchW

ord=%
E

7%
A

3%
A

F%
E8%

B0%
B7%

E5%
B9%

B8%
E6%

A
C%

A
1%

E9%
83%

8E+%
E8%

91%
97&

reshow
Flg=1&

row
s=40&

sort1=&
sort2=

参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
六
日
））。

こ
れ
ら
の
中
国
語
訳
本
は
三
四
種
に
上
り
、
そ
の
う
ち
梅
謙
次
郎
が
講
述
し
た
法
学
通
論
に
は
五
種
の
訳
本
が
あ
る
。
北
洋
政
府
期
に
は
、

日
本
語
の
法
学
通
論
書
の
訳
本
は
大
幅
に
減
少
し
た
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
七
～
二
〇
、
九
八
～
九
九
、
一
六
七
頁
参
照
）。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
三
八
、
一
五
八
～
一
五
九
頁
参
照
。

盧
弼
は
清
末
に
日
本
に
留
学
し
、
帰
国
後
に
清
朝
の
黒
龍
江
省
道
尹
後
補
、
国
務
院
秘
書
長
代
理
を
歴
任
し
、
民
国
成
立
後
は
粛
政
庁
幹
事

に
任
ぜ
ら
れ
、
一
九
一
七
年
に
は
平
政
院
第
三
庭
長
評
事
に
就
い
た
。
黄
炳
言
の
生
涯
は
不
明
で
あ
る
（
田
原
禎
次
郎
編
『
清
末
民
初
中
国
官
紳

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）
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翻　　　訳

人
名
録
』（
中
国
研
究
会
、
一
九
一
八
年
）
七
三
一
頁
参
照
）。
こ
の
盧
弼
お
よ
び
黄
炳
言
の
訳
業
は
、
同
書
の
上
巻
「
法
学
」
お
よ
び
中
巻
「
法

律
」
し
か
訳
し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
諸
法
を
叙
述
し
、
事
実
上
の
各
論
に
当
た
る
下
巻
「
権
利
」
を
含
ん
で
い
な
い
。
程
波
の
考
証
に
よ
れ
ば
、

当
該
訳
書
の
初
版
は
一
九
〇
六
年
で
あ
り
、
し
か
も
一
九
一
〇
年
に
「
三
巻
」
を
出
版
し
、
上
海
昌
明
公
司
が
一
九
三
五
年
に
再
版
し
た
（
程

波
・
前
掲
注
（
8
）
一
八
頁
参
照
）。
な
お
、
一
九
一
〇
年
に
同
書
下
巻
「
権
利
」
の
翻
訳
を
終
え
て
出
版
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
筆
者
に
は
確

た
る
情
報
は
な
い
。

こ
の
一
〇
〇
年
以
上
前
の
講
義
録
は
、
二
〇
一
五
年
に
広
西
師
範
大
学
出
版
社
が
影
印
出
版
し
た
。
李
貴
連
・
孫
家
紅
編
『
法
政
速
成
科
講

義
録
（
全
一
一
冊
）』
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
存
す
る
『
法
政
速
成
科
講
義
録
』
は
速
成
科
の
講
義
内
容
の
部
分
的
な
記
録
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
講
義
録
の
作
成
に
は
か
な
り
の
困
難
が
伴
っ
た
。「
法
学
通
論
及
民
法
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
欠
落
が
あ
る
ば
か
り
か
、
全
て
を
採
録
で
き

て
い
な
い
（
孫
家
紅
・
前
掲
注
（
88
）
四
五
、
四
七
、
五
四
、
六
〇
頁
参
照
）。

梅
謙
次
郎
は
日
本
民
法
典
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
り
、
代
表
作
と
し
て
『
民
法
要
義
』
が
あ
る
（
潮
見
・
利
谷
・
前
掲
注
（
36
）
七
三
、
八

七
頁
参
照
）。

孫
家
紅
・
前
掲
注
（
88
）
一
六
、
一
九
頁
参
照
。
法
政
大
学
法
政
速
成
科
卒
業
生
の
要
人
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
国
民
党
指
導
者
で
あ
っ
た

汪
兆
銘
・
胡
漢
民
や
、
長
期
に
わ
た
り
国
民
政
府
司
法
院
長
を
務
め
た
居
正
、
重
要
な
法
学
者
で
あ
る
張
知
本
が
い
る
。

西
英
昭
『
近
代
中
華
民
国
法
制
の
構
築
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
五
五
頁
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
四
三
～
四
四
頁
参
照
。

専
攻
科
の
科
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（［　

］
内
の
数
字
は
各
週
の
講
義
時
間
数
を
指
す
。
原
文
に
お
い
て
文
字
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
箇

所
は
（　

）
で
括
っ
た
）。
一
年
次
は
四
部
共
通
で
あ
り
、
日
本
語
［
二
〇
］、
歴
史
［
二
］、
地
理
［
一
］、
数
学
［
一
］、
倫
理
学
［
一
］、
法
学

通
論
［
二
］、
国
法
学
（
国
法
原
理
）［
二
］、
憲
法
（
日
本
憲
法
）［
二
］、
経
済
学
（
原
理
）［
三
］
で
あ
る
。「
法
律
部
」
二
年
次
は
日
本
語

［
一
〇
］、
民
法
［
六
］、
刑
法
［
四
］、
行
政
法
［
四
］、
国
際
公
法
［
四
］、
民
事
訴
訟
法
［
四
］、
三
年
次
は
民
法
（
日
本
民
法
）［
四
］、
比
較

民
法
［
三
］、
商
法
［
六
］、
国
際
私
法
［
三
］、
民
事
訴
訟
法
（
人
事
訴
訟
手
続
法
を
含
む
）［
三
］、
破
産
法
［
二
］、
刑
事
訴
訟
法
［
二
］、
不

動
産
登
記
法
［
一
］、
公
証
人
法
［
一
］、
監
獄
学
［
一
］
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
三
部
に
も
相
当
数
の
法
律
科
目
が
あ
っ
た
。
簡
潔
に
述
べ
れ
ば

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
政
治
部
」
二
年
次
の
課
程
は
法
律
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
法
の
代
わ
り
に
財
政
学
が
置
か
れ
た
だ
け
で

あ
っ
た
。
三
年
次
の
法
律
科
目
に
は
比
較
憲
法
、
民
法
、
比
較
行
政
法
、
国
際
私
法
、
国
際
刑
法
が
あ
っ
た
。「
経
済
部
」
の
法
律
科
目
と
し
て

（
105
）

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）
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は
、
二
年
次
に
民
法
、
国
際
公
法
が
、
三
年
次
に
は
民
法
、
商
法
、
国
際
私
法
、
保
険
法
（
保
険
業
法
を
含
む
）
が
あ
っ
た
。「
財
政
部
」
の
法

律
科
目
と
し
て
は
、
二
年
次
に
民
法
、
行
政
法
、
国
際
公
法
が
、
三
年
次
に
は
民
法
、
商
法
、
租
税
法
（
日
本
租
税
法
）
が
あ
っ
た
（「
訳
呈
法

学
博
士
梅
謙
次
郎
法
政
専
科
規
則
請
核
定
通
咨
各
省
選
送
学
生
留
学
該
科
附
有
特
設
部
此
後
派
員
」（
光
緒
三
四
年
五
月
二
二
日
）『
教
育
部
』
国

史
館
蔵
（
入
蔵
登
録
番
号
：019000000593A

）
参
照
）。

岡
田
朝
太
郎
（
張
孝
栘
訳
）『
法
学
通
論
』（
富
山
房
・
有
斐
閣
、
一
九
〇
八
年
）
の
「
序
」
一
～
二
頁
。

岡
田
・
前
掲
注
（
111
）
の
「
原
序
」
一
頁
。

岡
田
・
前
掲
注
（
111
）
の
「
原
序
」
二
頁
。

一
般
的
な
法
原
則
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
際
に
は
、
特
定
国
の
法
律
を
引
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
普
通

法
と
特
別
法
と
の
区
別
の
標
準
は
、
人
に
依
り
て
其
採
る
と
こ
ろ
同
じ
か
ら
ず
、
或
は
全
国
法
を
以
て
普
通
法
と
為
し
、
限
地
法
（
地
域
を
標
準

と
す
る
も
の
）
を
以
て
特
別
法
と
為
す
も
の
あ
り
、
此
基
準
を
採
る
と
き
は
、
日
本
刑
法
及
び
大
清
律
例
は
普
通
（
刑
）
法
と
為
り
、
日
本
各
府

県
違
警
罪
令
及
び
清
国
直
省
罰
則
の
類
は
特
別
（
刑
）
法
と
為
る
」（
岡
田
・
前
掲
注
（
111
）
一
五
頁
〔
邦
訳
に
際
し
て
は
岡
田
・
前
掲
注

（
71
）
一
四
頁
参
照
〕）。

岡
田
・
前
掲
注
（
111
）
の
目
次
は
「
総
巻
」、「
第
一
巻　

憲
法
」、「
第
二
巻　

行
政
法
」、「
第
三
巻　

民
法
」、「
第
四
巻　

商
法
」、「
第
五

巻　

刑
法
」、「
第
六
巻　

裁
判
所
（
及
検
事
局
）
構
成
法
」、「
第
七
巻　

訴
訟
法
」、「
第
八
巻　

国
際
私
法
」、「
第
九
巻　

国
際
公
法
」
で
あ
っ

た
。
日
本
語
に
お
い
て
漢
字
で
構
築
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
法
学
各
科
目
の
名
称
、
あ
る
い
は
「
裁
判
所
」、「
上
告
」
等
の
訴
訟
法
上
の
用
語
は
、
当

時
の
中
国
語
の
法
律
専
門
用
語
と
な
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

張
孝
栘
は
湖
北
省
武
昌
県
出
身
で
、
清
末
に
日
本
の
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
、
大
理
院
五
品
［
推
事
］〔
判
事
に
相
当
〕
に
任
官
し
た
。
民

国
成
立
後
は
同
職
に
引
き
続
き
任
じ
ら
れ
、
一
九
一
五
年
に
総
検
察
庁
簡
任
検
察
官
に
転
任
し
た
（
田
原
・
前
掲
注
（
104
）
四
三
四
頁
参
照
）。

な
お
、
中
国
の
［
特
任
官
］、［
簡
任
官
］、［
薦
任
官
］、［
委
任
官
］
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
親
任
官
、
勅
任
官
、
奏
任
官
、
判
任
官
に
相
当
す
る
。

岡
田
・
前
掲
注
（
111
）
の
「
訳
例
」
一
頁
。

岡
田
朝
太
郎
講
授
、
汪
庚
年
編
輯
『
法
学
彙
編
（
法
学
通
論
、
憲
法
、
行
政
法
）』（
京
師
法
学
編
輯
社
、
一
九
一
一
年
）。
同
書
の
総
発
売

所
は
北
京
に
あ
る
法
学
編
輯
社
で
あ
り
、
分
売
所
は
中
国
の
北
京
や
そ
の
他
の
都
市
の
複
数
の
書
店
で
あ
っ
た
。

「
法
学
彙
編
」
各
冊
（
全
二
〇
冊
）
の
内
容
と
講
授
者
の
氏
名
（［　

］
で
括
っ
た
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
一
）
法
学

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）

（
118
）

（
119
）
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翻　　　訳

通
論
、
憲
法
、
行
政
法
［
岡
田
朝
太
郎
］、（
二
）
大
清
刑
法
総
則
［
同
］、（
三
）
大
清
刑
法
分
則
［
同
］、（
四
・
五
）
民
法
総
則
［
松
岡
義
正
］、

（
六
）
物
権
法
、
債
権
法
［
同
］、（
七
）
親
族
法
、
相
続
法
［
同
］、（
八
）
商
法
総
則
［
志
田
鉀
太
郎
］、（
九
）
商
行
為
法
、
会
社
法
（
即
公
司

律
）［
同
］、（
一
〇
）
手
形
法
（
即
有
価
証
券
法
）、
船
舶
法
（
即
海
商
法
）［
同
］、（
一
一
）
大
清
法
院
編
制
法
［
岡
田
］、（
一
二
）
刑
事
訴
訟

法
［
同
］、（
一
三
）
民
事
訴
訟
法
、
破
産
法
［
松
岡
］、（
一
四
）
国
際
私
法
［
志
田
］、（
一
五
）
国
法
学
［
岩
井
尊
文
］、（
一
六
）
国
際
法

［
同
］、（
一
七
）
監
獄
学
、
大
清
監
獄
律
［
小
河
滋
次
郎
］
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
以
下
の
「
附
冊
」
も
あ
る
が
、
講
師
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
す
な
わ
ち
（
一
八
）
経
済
学
、（
一
九
）
財
政
学
、（
二
〇
）
秋
審
条
例
、
審
判
要
略
、
名
詞
解
で
あ
る
。

岡
田
朝
太
郎
『
法
学
通
論
』（
中
外
印
刷
株
式
会
社
、
七
版
、
一
九
二
〇
年
）
の
「
緒
言
」、「
五
版
ノ
初
ニ
」
三
頁
参
照
。

劉
崇
佑
の
履
修
記
録
（
二
〇
〇
一
年
九
月
二
一
日
、
早
稲
田
大
学
提
供
。
劉
広
定
『
愛
国
正
義
一
律
師
：
劉
崇
佑
先
生
』（
秀
威
資
訊
科
技

公
司
、
二
〇
一
二
年
）
四
頁
参
照
）
参
照
。

日
本
の
国
会
図
書
館
に
お
い
て
「
法
学
通
論
」
と
い
う
書
名
の
明
治
期
の
図
書
を
検
索
し
た
際
に
ヒ
ッ
ト
し
た
図
書
資
料
参
照
。

織
田
萬
（
劉
崇
佑
訳
）『
法
学
通
論
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
〇
七
年
）
の
「
第
二
巻　

各
論
」
一
～
一
一
頁
参
照
。

劉
広
定
・
前
掲
注
（
121
）
三
頁
参
照
。

劉
広
定
・
前
掲
注
（
121
）
一
六
～
一
八
、
二
二
頁
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
四
四
～
四
六
頁
参
照
。

清
末
に
沈
家
本
が
法
制
度
改
革
を
主
宰
し
、
日
本
の
法
律
用
語
を
借
り
て
、
中
国
の
近
代
的
法
律
用
語
を
規
範
化
す
る
以
前
に
お
い
て
、
中

国
に
は
相
応
の
近
代
的
法
律
用
語
が
な
か
っ
た
た
め
、
欧
米
法
の
翻
訳
に
困
難
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
実
、
近
代
的
法
律
用
語
が
な
け
れ
ば
、
翻

訳
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り
か
、
立
法
・
司
法
の
い
ず
れ
も
困
難
で
あ
る
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
三
八
～
一
三
九
頁
参
照
）。

大
学
令
（
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
）
一
、
二
、
四
、
六
、
八
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
二
七
）』（
黄
山
書
社
、
一
九
九
九

年
）
四
三
～
四
四
頁
参
照
）、
大
学
規
程
（
一
九
一
三
年
一
月
一
七
日
）
一
～
三
、
九
、
一
二
条
（
同
上
四
六
、
五
八
～
六
一
、
七
〇
、
七
二
、

七
四
頁
参
照
）、
私
立
大
学
規
程
（
一
九
一
三
年
一
月
二
〇
日
）
一
〇
条
（
同
上
八
七
、
八
九
頁
参
照
）、
黄
龍
先
「
我
国
大
学
課
程
之
演
進
」
杜

元
載
主
編
『
革
命
文
献
（
第
六
〇
輯
）
抗
戦
時
期
之
高
等
教
育
』（
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
、
一
九
七
二
年
）
二
六
頁
（
初
出
は

高
等
教
育
季
刊
一
巻
三
期
（
一
九
四
一
年
）
一
一
二
～
一
三
四
頁
）
参
照
。

法
政
専
門
学
校
規
程
（
一
九
一
二
年
一
一
月
四
日
）
二
、
四
、
五
条
（
蔡
鴻
源
・
前
掲
注
（
128
）
九
七
～
一
〇
一
頁
参
照
）。

（
120
）

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
129
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

法
政
講
習
所
の
必
修
科
目
は
法
学
通
論
、
憲
法
、
行
政
法
、
自
治
行
政
論
、
刑
法
概
論
、
民
法
概
論
、
商
法
概
論
、
民
刑
訴
訟
大
意
、
経
済

学
、
統
計
学
で
あ
っ
た
。
選
択
科
目
と
し
て
は
財
政
学
、
国
家
学
、
国
際
公
法
、
国
際
私
法
、
工
商
業
政
策
、
農
業
政
策
、
社
会
学
か
ら
一
な
い

し
四
科
目
を
選
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
法
政
講
習
所
規
程
（
一
九
一
五
年
七
月
二
二
日
）
一
～
三
、
五
条
。
蔡
鴻
源
・
前
掲
注
（
128
）
一
三
六

～
一
三
七
頁
参
照
）。

内
務
部
警
務
学
校
規
程
（
一
九
一
二
年
三
月
七
日
）
一
、
七
、
八
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
五
）』
九
二
～
九
四
頁
参
照
）、
警

察
学
校
教
務
令
（
一
九
一
三
年
一
月
六
日
）
四
、
五
条
（
同
『
民
国
法
規
集
成
（
一
四
）』
三
九
～
四
一
頁
参
照
）、
監
獄
学
校
規
程
（
一
九
一
三

年
六
月
一
四
日
）
一
、
七
条
（
同
・
前
掲
注
（
128
）
一
三
八
～
一
三
九
頁
参
照
）。

司
法
官
試
験
令
（
一
九
一
五
年
一
〇
月
一
日
）
六
、
七
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
一
〇
）』
一
～
二
頁
参
照
）。

胡
挹
琪
・
前
掲
注
（
12
）
の
「
例
言
」
一
頁
。
こ
こ
か
ら
、
胡
挹
琪
が
清
末
に
日
本
に
赴
き
法
政
大
学
速
成
科
第
四
班
で
学
ん
だ
こ
と
が
分

か
る
。同

書
の
奥
付
に
は
「
民
国
二
年
再
版
」
と
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
版
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
清
末
民
初
中
国
の
法
学
通
論
を
研
究

し
た
程
波
は
、「
筆
者
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
胡
挹
琪
が
編
集
し
た
『
法
学
通
論
』
は
実
際
に
は
兪
江
・
王
健
が
言
及
し
た
一
九
〇
七
年
版
の
再
版

で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
一
九
一
三
年
で
あ
る
」
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
程
波
は
い
わ
ゆ
る
一
九
〇
七
年
版
を
得
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
引
用
時

に
は
な
お
一
九
一
三
年
版
を
用
い
て
い
る
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
〇
一
頁
、
一
〇
七
頁
の
注
（
2
）
参
照
）。

胡
挹
琪
・
前
掲
注
（
12
）
三
、
六
、
一
八
頁
参
照
。

汪
有
齢
「
初
版
序
」
夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
の
「
序
言
」
一
頁
。

夏
勤
は
一
九
一
二
年
に
京
師
法
政
大
学
堂
を
卒
業
し
、
日
本
の
中
央
大
学
に
留
学
し
、
卒
業
後
は
東
京
帝
国
大
学
で
刑
法
を
研
究
し
た
。
一

九
一
七
年
に
中
国
に
帰
国
し
た
後
、
司
法
官
と
な
り
、
大
理
院
推
事
、
総
検
察
庁
首
席
検
察
官
を
歴
任
し
た
。
一
九
二
八
年
に
最
高
法
院
刑
事
庭

長
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
三
八
年
に
は
司
法
行
政
部
常
務
次
長
に
転
じ
、
一
九
四
五
年
に
は
最
高
法
院
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
前
後
し
て
北
京
大
学
、

朝
陽
大
学
、
国
立
中
央
大
学
、
中
央
政
治
大
学
、
陸
軍
将
官
訓
練
班
、
司
法
院
法
官
訓
練
所
で
教
鞭
を
執
る
と
共
に
、
高
等
試
験
考
査
委
員
等
を

務
め
た
。
一
九
四
八
年
に
憲
法
施
行
後
の
国
民
大
会
代
表
に
当
選
し
、
一
九
四
九
年
三
月
に
司
法
院
大
法
官
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
香
港
に
移
住
し
、

台
湾
に
は
戻
ら
ず
、
一
九
五
〇
年
に
香
港
で
病
死
し
た
。
郁
嶷
は
天
津
北
洋
法
政
学
堂
卒
業
後
、
日
本
の
早
稲
田
大
学
法
科
に
留
学
し
、
卒
業
後

に
帰
国
し
た
。
江
寧
地
方
審
判
庁
長
、
湖
南
財
政
庁
長
、
国
民
政
府
法
制
局
編
審
を
歴
任
し
た
。
前
後
し
て
奉
天
省
立
法
政
専
門
学
校
、
京
師
大

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）

（
135
）

（
136
）

（
137
）
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翻　　　訳

学
法
科
、
朝
陽
大
学
、
中
国
大
学
、
河
北
大
学
法
律
系
、
北
平
大
学
法
学
院
、
河
北
省
立
法
商
学
院
法
律
系
等
で
教
鞭
を
執
っ
た
（
徐
友
春
主
編

『
民
国
人
物
大
辞
典
（
増
訂
本
）』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
八
五
三
、
一
一
三
二
～
一
一
三
三
頁
参
照
）。

夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
一
～
二
頁
〔
邦
訳
に
際
し
て
は
梅
謙
次
郎
講
述
『
法
学
通
論
』（
法
政
大
学
、
一
九
〇
九
年
）
一
頁
参
照
〕。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
九
一
～
一
九
三
頁
参
照
。

白
鵬
飛
は
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
北
京
法
政
大
学
、
北
京
大
学
法
律
系
、
広
西
大
学
教
務
長
、
同
校
長
、
北
平
大
学
法
学
院
長
兼
政
治
系

主
任
を
歴
任
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
国
民
政
府
監
察
院
監
察
委
員
に
任
じ
ら
れ
た
。
一
九
四
八
年
に
逝
去
し
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
二

九
五
頁
参
照
）。

白
鵬
飛
に
よ
れ
ば
「
本
講
義
は
理
論
面
に
お
い
て
理
路
整
然
た
る
こ
と
に
努
め
た
ほ
か
、
法
律
学
の
各
分
野
の
実
際
に
つ
い
て
、
そ
の
性
質

と
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
の
み
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
内
容
に
関
わ
る
と
き
は
、
読
者
が
将
来
各
分
野
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
道
に
迷
わ
ず
、

目
的
地
に
辿
り
着
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
前
庭
部
分
を
示
す
に
止
め
た
」（
白
鵬
飛
・
前
掲
注
（
12
）
四
頁
）。

夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
五
、
七
～
八
頁
。

夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
九
～
一
〇
頁
。

夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
一
一
～
二
〇
頁
。

夏
勤
・
郁
嶷
・
前
掲
注
（
11
）
二
一
頁
。

例
え
ば
「
物
権
（Sachenrecht, droits reels, Right of things

）」、「
債
権
（O

bligationenrecht, droit de creance, O
bligation

）」

（
白
鵬
飛
・
前
掲
注
（
12
）
一
七
五
頁
。
な
お
原
文
マ
マ
）
で
あ
る
。

京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
、
出
版
者
不
明
、
出
版
年
：「
一
九
─
─
」。

大
学
組
織
法
（
一
九
二
九
年
七
月
二
六
日
）
四
、
二
一
条
、
大
学
規
程
（
一
九
二
九
年
八
月
一
五
日
）
六
～
八
条
、
専
科
学
校
規
程
（
一
九

三
一
年
三
月
二
六
日
）
五
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
五
八
）』
六
五
～
六
七
、
七
〇
～
七
一
頁
参
照
）。
大
学
法
（
一
九
四
八
年
一
月

一
二
日
）
四
条
（
同
『
民
国
法
規
集
成
（
五
九
）』
五
二
五
頁
参
照
）。

王
泰
升
「
国
民
党
在
中
国
的
「
党
治
」
経
験
：
民
主
憲
政
的
助
力
或
阻
力
？
」
中
研
院
法
学
期
刊
五
期
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
九
～
一
一
九

頁
参
照
。

劉
恒
妏
・
前
掲
注
（
40
）
一
四
四
頁
も
同
旨
。

（
138
）

（
139
）

（
140
）

（
141
）

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
145
）

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

司
法
院
国
立
大
学
法
律
科
監
督
規
程
（
一
九
三
〇
年
四
月
七
日
公
布
）
二
条
が
掲
げ
る
法
律
科
必
修
科
目
は
、
①
三
民
主
義
、
②
憲
法
、
③

民
法
お
よ
び
商
事
法
、
④
刑
法
、
⑤
民
事
訴
訟
法
、
⑥
刑
事
訴
訟
法
、
⑦
法
院
組
織
法
、
⑧
行
政
法
、
⑨
国
際
公
法
、
⑩
国
際
私
法
、
⑪
政
治
学
、

⑫
経
済
学
、
⑬
社
会
学
、
⑭
労
働
法
で
あ
っ
た
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
六
六
）』
二
二
〇
頁
参
照
）。
大
学
規
程
七
条
に
よ
れ
ば
、
大

学
各
学
院
に
お
い
て
は
二
年
次
か
ら
、
一
の
学
系
を
主
学
系
と
定
め
た
上
で
、
そ
の
他
の
学
系
を
副
学
系
に
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
法
学
院
一
年
生
の
「
共
通
必
修
」
は
、
二
年
次
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
法
律
・
政
治
・
経
済
等
の
学
系
を
主
学
系
と
す
る
者
の
「
共
通
の
予
備
科

目
」
に
当
た
り
、
予
科
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

警
察
官
学
校
章
程
（
一
九
三
二
年
五
月
）
六
条
、
警
察
官
補
習
班
規
程
（
一
九
三
五
年
一
一
月
二
五
日
）
七
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規

集
成
（
四
〇
）』
五
一
～
五
二
頁
参
照
）。
警
察
官
補
習
班
規
程
一
条
に
よ
れ
ば
、「
各
省
市
の
各
級
警
察
機
関
に
お
け
る
お
よ
そ
警
察
官
教
育
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
現
任
の
委
任
警
察
官
は
、
い
ず
れ
も
研
修
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
警
察
官
が
必
ず
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基

本
的
学
識
を
修
得
さ
せ
る
」
と
定
め
る
。
こ
こ
か
ら
、「
警
察
官
補
習
班
」
は
在
職
警
察
官
の
研
修
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

黄
龍
先
・
前
掲
注
（
128
）
四
四
、
四
八
、
五
二
頁
参
照
。

試
験
条
例
（
一
九
二
四
年
八
月
二
六
日
）
二
、
九
、
一
〇
、
二
一
、
二
五
、
二
九
、
三
二
、
四
〇
、
四
二
、
四
五
、
四
八
、
五
一
条
、
裁
判

官
試
験
条
例
（
一
九
二
六
年
五
月
二
四
日
）
二
三
、
二
四
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
五
）』
二
六
九
、
二
七
二
～
二
七
三
、
二
八
二
、

二
八
五
～
二
九
九
頁
参
照
）。

高
等
試
験
司
法
官
試
験
条
例
（
一
九
三
五
年
八
月
五
日
）
三
～
六
条
、
県
司
法
処
審
判
官
試
験
暫
定
条
例
（
一
九
三
六
年
六
月
九
日
）
三
、

四
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
六
七
）』
六
五
頁
参
照
）。

司
法
院
法
官
訓
練
所
組
織
条
例
（
一
九
三
五
年
三
月
二
日
）
一
条
は
、「
司
法
院
は
三
民
主
義
の
法
治
的
基
礎
を
確
立
し
、
司
法
人
才
を
養

成
健
全
化
す
る
た
め
に
、
特
に
法
官
訓
練
所
を
置
く
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
「
現
任
裁
判
官
［
法
官
］
訓
練
計
画
大
綱
」（
一
九
三
六
年
八
月
二

四
日
）
は
、「
乙
、
訓
練
要
旨
。
一
、
本
党
の
主
義
・
政
治
綱
領
・
政
策
、
国
民
政
府
の
立
法
精
神
、
お
よ
び
部
・
院
の
施
政
方
針
に
対
す
る
受

講
者
の
認
識
を
増
進
し
、
党
化
司
法
の
礎
を
築
く
」
と
し
た
。
そ
の
附
録
の
「
訓
練
科
目
時
間
割
表
」
に
は
「
法
学
通
論
」
は
な
か
っ
た
（
蔡
鴻

源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
六
五
）』
五
〇
九
、
五
一
四
、
五
一
六
頁
参
照
）。

高
等
試
験
農
林
行
政
人
員
試
験
条
例
（
一
九
三
一
年
四
月
二
〇
日
）
四
条
、
普
通
試
験
法
院
書
記
官
試
験
条
例
（
一
九
三
五
年
九
月
三
日
）

三
、
四
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
六
七
）』
五
七
、
八
五
頁
参
照
）。

（
151
）

（
152
）

（
153
）

（
154
）

（
155
）

（
156
）

（
157
）
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司
法
試
験
令
（
一
九
三
六
年
五
月
二
一
日
）
八
、
九
条
、
書
記
官
試
験
令
（
一
九
三
六
年
五
月
二
一
日
）
九
、
一
〇
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民

国
法
規
集
成
（
八
九
）』
九
二
～
九
五
頁
参
照
）。

司
法
官
試
験
暫
定
条
例
（
一
九
三
九
年
四
月
一
九
日
）
三
～
六
条
（
蔡
鴻
源
主
編
『
民
国
法
規
集
成
（
一
〇
〇
）』
二
六
一
～
二
六
三
頁
参

照
）。
汪
兆
銘
政
権
の
国
民
政
府
が
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
の
が
、
日
本
の
官
僚
の
「
指
導
」
を
受
け
た
た
め
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
考
証
を
要
す
る
。

朱
采
真
『
法
学
通
論
』（
世
界
書
局
、
再
版
、
一
九
二
九
年
）
の
「
自
序
」
二
頁
。

朱
采
真
・
前
掲
注
（
160
）
二
三
四
～
二
五
八
頁
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
二
一
頁
参
照
。

丘
漢
平
は
一
九
二
七
年
に
東
呉
大
学
法
学
院
を
卒
業
し
、
一
九
二
九
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
法
学
博
士
号
を
取
得
し
、
一
九
三
〇
年
に
上
海

に
戻
り
弁
護
士
と
な
っ
た
。
前
後
し
て
暨
南
大
学
、
東
呉
大
学
、
交
通
大
学
、
福
建
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
福
建
省
政
府
委
員

兼
省
銀
行
総
経
理
に
、
一
九
四
五
年
に
福
建
省
政
府
財
政
庁
長
に
、
一
九
四
八
年
に
立
法
委
員
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
四
九
年
の
中
華
民
国
政
府
の

台
湾
移
転
に
伴
い
台
湾
に
移
住
し
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
二
八
七
頁
参
照
）。

丘
漢
平
・
前
掲
注
（
12
）
の
「
自
序
」
一
頁
。

丘
漢
平
・
前
掲
注
（
12
）
一
四
八
～
一
四
九
頁
参
照
。

丘
漢
平
・
前
掲
注
（
12
）
二
、
四
、
一
四
～
一
五
頁
参
照
。

こ
れ
に
対
し
て
、
梅
仲
協
『
法
学
緒
論
』（
華
岡
出
版
部
、
一
九
五
四
年
）
は
法
思
想
史
に
関
す
る
四
章
の
う
ち
の
一
章
で
「
中
国
古
代
法

思
想
」
を
論
じ
、
構
成
上
明
確
に
中
国
法
思
想
を
入
れ
た
。
も
っ
と
も
程
波
は
、
丘
漢
平
・
前
掲
注
（
12
）
で
は
先
秦
の
法
思
想
に
よ
り
法
概
念

を
定
義
す
る
と
共
に
、
法
原
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
と
す
る
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
三
七
～
二
三
八
頁
参
照
）。

李
景
禧
は
一
九
三
三
年
に
朝
陽
大
学
法
律
系
を
卒
業
し
、
一
九
三
五
年
に
日
本
の
東
北
帝
国
大
学
法
学
部
研
究
生
と
な
っ
た
。
中
国
帰
国
後

は
省
立
福
建
学
院
教
授
兼
法
律
系
主
任
、『
法
律
評
論
』
主
編
を
務
め
た
。
一
九
五
〇
年
に
中
国
の
中
国
国
民
党
革
命
委
員
会
お
よ
び
中
国
民
主

同
盟
に
参
加
し
、
そ
の
後
ア
モ
イ
大
学
教
授
と
な
っ
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
五
三
四
頁
参
照
）。
劉
子
崧
は
一
九
二
九
年
に
北
京
大
学
法

学
院
経
済
系
に
入
学
し
、
一
九
三
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
研
究
院
に
留
学
し
た
。
広
州
の
中
山
大
学
法
学
院
経
済
系
、
福
建
学
院
経
済

系
、
江
蘇
学
院
銀
行
系
、
福
建
協
和
大
学
農
業
経
済
系
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
一
九
四
九
年
以
降
は
、
中
国
に
お
い
て
福
建
省
人
民
政
府
等
の
機
関

（
158
）

（
159
）

（
160
）

（
161
）

（
162
）

（
163
）

（
164
）

（
165
）

（
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）

（
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）

（
168
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

に
勤
め
た
（「
華
人
百
科
」（https://w

w
w

.itsfun.com
.tw

/%
E5%

8A
%

89%
E5%

A
D

%
90%

E5%
B4%

A
7/w

iki-3759999

。
最
終
ア
ク
セ
ス

日
：
二
〇
一
八
年
八
月
四
日
）
参
照
）。
李
景
禧
お
よ
び
劉
子
崧
の
両
名
は
民
国
終
了
後
、
引
き
続
き
共
産
党
統
治
下
の
中
国
で
生
活
し
た
た
め
、

戦
後
台
湾
法
学
の
発
展
と
は
関
係
が
な
い
。

李
景
禧
・
劉
子
崧
編
『
法
学
通
論
』（
商
務
印
書
館
、
四
版
、
一
九
三
七
年
）
の
「
自
序
」
一
頁
。

民
事
訴
訟
法
典
は
大
幅
に
調
整
が
加
え
ら
れ
、
全
文
が
改
正
さ
れ
る
と
共
に
、「
中
華
民
国
民
事
訴
訟
法
」
と
改
名
さ
れ
た
後
に
、
一
九
三

五
年
二
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
刑
事
法
に
お
い
て
は
、
刑
法
典
に
客
観
主
義
か
ら
主
観
主
義
へ
、
ま
た
応
報

主
義
か
ら
社
会
防
衛
主
義
へ
と
重
心
を
移
動
さ
せ
る
修
正
が
加
え
ら
れ
た
後
、
全
面
改
正
さ
れ
て
一
九
三
五
年
一
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
七

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
刑
事
訴
訟
法
典
も
全
面
改
正
さ
れ
て
一
九
三
五
年
一
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
清

末
以
降
の
法
院
編
制
法
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
法
院
組
織
法
は
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
が
、
施
行
さ
れ
た
の
は
一
九

三
五
年
七
月
一
日
で
あ
っ
た
（
国
史
館
中
華
民
国
史
法
律
志
編
纂
委
員
会
編
『
中
華
民
国
史
法
律
志
（
初
稿
）』（
国
史
館
、
一
九
九
四
年
）
八
七
、

一
七
九
、
四
九
六
～
四
九
八
、
五
三
六
頁
参
照
）。

楼
桐
孫
は
一
九
一
五
年
に
浙
江
法
政
学
校
法
律
専
科
を
卒
業
し
、
一
九
二
三
年
に
パ
リ
大
学
法
学
修
士
号
を
取
得
し
た
。
上
海
法
律
専
門
学

校
、
上
海
法
政
大
学
、
上
海
法
科
大
学
、
国
立
中
央
大
学
法
学
院
経
済
系
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
国
民
政
府
立
法
院
第
一
期
立
法
委

員
を
務
め
、
そ
の
後
も
連
任
し
、
一
九
四
五
年
に
国
民
党
中
央
執
行
委
員
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
四
六
年
に
憲
法
制
定
国
民
大
会
代
表
に
当
選
し
、

一
九
四
八
年
に
憲
法
施
行
後
の
最
初
の
立
法
委
員
に
当
選
し
た
。
一
九
四
九
年
の
中
華
民
国
政
府
の
台
湾
移
転
に
伴
い
台
湾
に
移
住
し
、
引
き
続

き
立
法
委
員
を
務
め
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
二
四
〇
一
頁
参
照
）。

楼
桐
孫
・
前
掲
注
（
9
）
の
「
致
読
者
（
代
序
）」
一
頁
。

林
紀
東
は
朝
陽
大
学
を
卒
業
し
、
一
九
三
四
年
に
明
治
大
学
に
留
学
し
、
中
国
帰
国
後
、
一
九
三
六
年
に
中
央
政
治
学
校
に
勤
め
、
中
央
大

学
、
暨
南
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
中
国
内
戦
末
期
の
一
九
四
九
年
に
台
湾
に
渡
り
、
台
湾
大
学
法
律
系
に
勤
め
、
台
湾
の
政
治
大
学
、
東
呉
大

学
、
輔
仁
大
学
、
司
法
官
訓
練
所
等
で
も
教
鞭
を
執
っ
た
た
め
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
者
は
多
い
。
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
二
七

年
間
に
わ
た
り
司
法
院
大
法
官
を
務
め
た
。
そ
の
業
績
は
数
多
く
、
憲
法
お
よ
び
行
政
法
の
教
科
書
は
特
に
台
湾
の
学
界
で
重
視
さ
れ
た
（
林
紀

東
教
授
追
思
紀
念
集
編
輯
委
員
会
『
高
山
仰
止
：
林
紀
東
教
授
追
思
紀
念
集
』（
三
民
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
七
～
九
、
六
一
、
一
二
三
、
一
二

七
、
一
五
九
～
一
六
一
頁
参
照
）。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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林
紀
東
編
『
法
律
概
論
』（
大
東
書
局
、
四
版
、
一
九
四
七
年
）
の
「
本
書
提
要
」。

王
泰
升
・
前
掲
注
（
149
）
一
〇
九
～
一
一
四
頁
参
照
。

朱
采
真
・
前
掲
注
（
160
）
の
「
自
序
」
二
～
三
頁
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
二
五
～
二
二
六
頁
参
照
。

毛
家
騏
は
湖
北
法
政
学
堂
高
等
班
を
卒
業
し
、
一
九
二
四
年
に
広
州
の
黄
埔
陸
軍
軍
官
学
校
政
治
教
官
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
二
八
年
以
降
は

南
京
文
化
大
学
教
授
、
豫
鄂
皖
〔
湖
北
・
河
南
・
安
徽
〕
三
省
剿
匪
総
部
軍
法
処
長
、
河
南
高
等
法
院
長
、
湖
北
高
等
法
院
首
席
検
察
官
を
歴
任

し
た
。
一
九
四
七
年
一
一
月
に
第
一
期
国
民
大
会
代
表
に
当
選
し
、
一
九
四
九
年
に
中
華
民
国
政
府
の
台
湾
移
転
に
伴
い
台
湾
に
移
り
、
引
き
続

き
国
民
大
会
代
表
を
務
め
、
一
九
五
四
年
に
逝
去
し
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
二
〇
四
頁
参
照
）。

毛
家
騏
『
法
学
通
論
（
政
治
教
程
第
五
種
）』（
中
央
陸
軍
軍
官
学
校
政
治
訓
練
処
、
一
九
三
一
年
）
の
「
編
輯
例
言
」
一
頁
。

楼
桐
孫
・
前
掲
注
（
9
）
の
「
致
読
者
（
代
序
）」
一
～
二
頁
。

胡
毓
傑
『
法
学
綱
要
』（
自
版
、
一
九
三
九
年
）
の
「
自
序
」
五
頁
。
中
表
紙
に
は
「
燕
京
大
学
講
師
、
紐
約
〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〕
大
学
法

学
博
士
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

胡
毓
傑
・
前
掲
注
（
181
）
の
「
張
序
」〔
張
氏
に
よ
る
序
の
意
〕
二
頁
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
一
〇
～
二
一
一
、
二
一
三
～
二
一
四
頁
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
一
四
頁
の
注
（
1
）
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
三
九
頁
参
照
。

一
九
三
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
法
律
学
系
必
修
科
目
表
に
は
、
一
年
次
に
「
党
義
」
は
あ
っ
た
が
、「
法
学
緒
論
」
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
の
法
律
学
系
必
修
科
目
表
で
は
一
年
次
前
期
に
「
法
学
緒
論
」
が
現
れ
、
単
位
数
は
二
～
三
単
位
で
あ
り
、

し
か
も
「
党
義
」
は
な
か
っ
た
（
裴
艶
『
留
学
生
與
中
国
法
学
』（
南
開
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
〇
、
一
九
二
頁
参
照
）。

姚
瑞
光
（
一
九
四
二
年
中
央
政
治
学
校
法
律
系
卒
業
、
元
大
法
官
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
系
主
任
は
梅
仲
協
教
授
で
あ
っ
た
（
司
法
院
司
法

行
政
庁
編
『
台
湾
法
界
耆
宿
口
述
歴
史
』（
司
法
院
、
二
〇
〇
四
年
）
九
頁
参
照
）。
梅
仲
協
は
パ
リ
大
学
法
学
修
士
で
あ
り
、
一
九
三
三
年
に
中

国
に
帰
国
し
、
国
立
中
央
大
学
お
よ
び
中
央
政
治
学
校
で
民
法
を
担
当
し
、
中
央
政
治
学
校
法
律
系
の
系
主
任
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
民
国
末

期
に
台
湾
に
移
り
、
一
九
五
〇
年
八
月
か
ら
一
九
五
八
年
九
月
ま
で
国
立
台
湾
大
学
法
律
系
主
任
を
務
め
た
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
七
〇
頁

（
174
）

（
175
）

（
176
）

（
177
）

（
178
）

（
179
）

（
180
）

（
181
）

（
182
）

（
183
）

（
184
）

（
185
）

（
186
）

（
187
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（二）　

の
注
（
1
）、
王
泰
升
・
前
掲
注
（
55
）
一
四
頁
参
照
）。

梅
仲
協
『
法
学
緒
論
』（
華
岡
出
版
部
、
新
一
版
、
一
九
六
七
年
）
の
「
序
」
一
頁
。

当
該
必
修
科
目
表
の
「
説
明
」
欄
に
お
い
て
は
、
法
学
緒
論
に
つ
い
て
の
み
こ
う
し
た
説
明
が
あ
り
、
そ
の
他
の
科
目
の
「
目
的
」
に
つ
い

て
は
意
見
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
裴
艶
・
前
掲
注
（
186
）
一
九
三
頁
参
照
）。

同
人
と
郁
嶷
の
「
合
述
」
に
よ
る
『
法
学
通
論
』
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
単
独
署
名
で
出
版
さ
れ

た
。
発
行
者
は
高
承
恩
で
あ
り
、
正
中
書
局
印
刷
実
験
所
が
印
刷
し
た
（
程
波
・
前
掲
注
（
8
）
一
八
〇
頁
の
注
（
3
）
参
照
）。

何
任
清
・
前
掲
注
（
10
）
の
「
作
者
簡
介
」
参
照
。
何
任
清
は
民
国
中
国
に
お
い
て
重
慶
の
復
旦
大
学
教
授
を
務
め
、
一
九
四
九
年
の
中
華

民
国
政
府
の
台
湾
移
転
後
、
嘉
義
地
方
法
院
推
事
・
庭
長
、
高
等
法
院
推
事
兼
東
呉
大
学
教
授
、
最
高
法
院
推
事
、
軍
法
学
校
、
政
治
大
学
、
輔

仁
大
学
等
の
教
授
、
公
務
員
高
等
試
験
考
査
委
員
を
歴
任
し
た
。

何
任
清
『
法
学
通
論
（
国
立
復
旦
大
学
叢
書
）』（
商
務
印
書
館
、
三
版
、
一
九
四
六
年
）
の
「
目
次
」
参
照
。

程
波
・
前
掲
注
（
8
）
二
四
五
～
二
四
六
頁
も
同
旨
。

何
任
清
・
前
掲
注
（
192
）
の
「
呉
序
」〔
呉
氏
に
よ
る
序
の
意
〕
一
頁
参
照
。
も
っ
と
も
先
述
の
よ
う
に
、
当
時
の
国
民
政
府
の
国
家
試
験

制
度
は
、
試
験
科
目
に
お
い
て
法
学
通
論
を
決
し
て
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
試
験
の
た
め
」
と
い
う
の
は
大
学
内
の
試
験
を

指
す
。程

波
・
前
掲
注
（
8
）
二
四
七
～
二
四
八
頁
参
照
。

朱
祖
貽
は
上
海
知
行
学
院
お
よ
び
武
漢
大
学
を
卒
業
し
、
二
〇
歳
で
中
国
青
年
党
に
加
入
し
た
。
一
九
三
八
年
に
国
民
参
政
会
秘
書
処
総
幹

事
と
な
り
、
一
九
三
九
年
に
は
重
慶
に
赴
き
国
民
政
府
財
政
部
に
奉
職
し
た
。
一
九
四
五
年
に
政
治
協
商
会
議
秘
書
に
任
じ
ら
れ
、
一
九
四
七
年

に
憲
法
施
行
後
の
第
一
期
国
民
大
会
代
表
に
当
選
し
た
。
一
九
四
九
年
に
香
港
に
移
住
し
た
。
一
九
五
四
年
に
台
湾
で
国
民
大
会
に
出
席
し
、
そ

の
後
台
湾
に
居
を
構
え
、
青
年
党
中
央
執
行
委
員
会
委
員
兼
宣
伝
組
・
組
織
組
主
任
等
を
務
め
た
（
徐
友
春
・
前
掲
注
（
137
）
三
四
八
頁
参
照
）。

朱
祖
貽
・
前
掲
注
（
9
）
の
「
編
輯
大
意
」。

同
書
第
一
一
章
「
我
国
法
律
的
現
状
」、
第
一
二
章
「
訴
訟
概
要
」（
朱
祖
貽
・
前
掲
注
（
9
）
一
三
六
～
一
八
〇
頁
参
照
）。

林
紀
東
・
前
掲
注
（
174
）
の
「
本
書
提
要
」。
と
は
い
え
、
法
律
家
を
目
指
す
法
律
系
一
年
生
と
、
法
律
を
専
門
と
し
な
い
一
般
人
が
必
要

と
す
る
法
学
知
識
の
内
容
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
188
）

（
189
）

（
190
）

（
191
）

（
192
）

（
193
）

（
194
）

（
195
）

（
196
）

（
197
）

（
198
）

（
199
）
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翻　　　訳

林
紀
東
・
前
掲
注
（
174
）
七
五
～
二
一
八
頁
参
照
。

【
訂
正
】（
本
連
載
（
一
）
本
誌
六
九
巻
五
号
）			




箇　

所

誤

正

二
八
一
頁　

後
ろ
か
ら
三
行
目

四　

民
国
期
中
国
の
法
学
緒
論

四　

民
国
期
中
国
の
法
学
通
論

二
八
二
頁　

後
ろ
か
ら
五
行
目

法
学
諸
論
の
教
科
書

法
学
緒
論
の
教
科
書

三
一
三
頁　

一
四
行
目

胡
挹
祺
編
書

胡
挹
琪
編
書

※
こ
の
ほ
か
、
字
体
（
新
字
体
、
旧
字
体
、
繁
体
字
）
の
用
法
が
統
一
で
き
て
い
な
い
問
題
も
あ
る
が
、

　

こ
の
点
は
割
愛
す
る
。			




（
200
）
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